
■人の動き（4月1日現在）
総人口258,868人（－1,765人）、男性121,087人（－1,076人）、女性137,781人（－689人）、世帯数105,934世帯（－300世帯）
3月中のうごき 転入2,133人、転出3,875人、出生213人、死亡236人
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地デジ詐欺にご注意を！
地デジに便乗した詐欺が発生しています。地デジの
対応で国や市、放送事業者がお金を請求することは
ありません。このような請求を受けたときには、す
ぐに支払わず、お近くの警察署や市消費生活セン
ター（緯22-2591）へご連絡ください。

■させぼ市政だより
NBC9時25分、NIB9時25分、KTN11時40分、NCC11時40分 ※毎週土曜約5分間テレビ
NBC毎週日曜9時25分、FM長崎 毎週火曜9時05分、FMさせぼ 毎週火曜10時30分、毎週日曜9時30分ラジオ
長崎新聞毎月第2・4火曜新聞
http://www.city.sasebo.nagasaki.jp/パソコン

携 帯 電 話 版
市ホームページ

アンテナや受信機が地デジに対応しているのに映らない場合
アンテナの老朽化やケーブルの接続不良などが考えられます。
また、お住まいの地区が山陰などのためテレビ電波を受信しにく
い地区である可能性があります。至急デジサポ長崎へご相談を。
問̝デジサポ長崎 緯095-804-5500

地デジ対応テレビ

地デジ放送を家庭で視聴するには ケーブルテレビを利用している人
または今後加入する人

一戸建て住宅の人
すでにUHFアンテナを設置している場合でも、
調整や交換が必要な場合があります。
テレビ中継局の近くなど電波の強い地区では、
室内アンテナでも受信可能です。

集合住宅や受信障害対策などの共聴設備を利用している人
施設が地デジに対応しているか、管理人や所有者に確認して
ください。対応していない場合は改修工事などが必要です。
施設の地デジ改修工事等について、経費を支援する制度があ
ります。詳しくはデジサポ長崎（緯095-804-5500）へお尋ねを。
※施設に共聴設備がない場合は、個別にUHFアンテナが必要。

ケーブルテレビでも地デジを視聴できます。
加入方法やケーブルテレビによる地デジの視
聴方法については、テレビ佐世保へお尋ねくだ
さい。
問̝テレビ佐世保 緯25-6388

地デジ対応の受信機を用意しましょう

地デジチューナーの販売価格は、メーカーや機能などで異な
りますが、5,000円を下回る機種も販売されています。
地デジチューナーを内蔵したパソコンでも視聴できます。
カーナビや録画機なども、地デジに対応する必要があります。
ご不明な点は、最寄りの販売店にお尋ねください。

地デジを視聴するにはUHFアンテナが必要です。
設備が対応しているか確認しましょう

地デジチューナー
※従来のアナログテレビに
取り付けると視聴できます

UHFアンテナ

1STEP

2STEP

地デジチューナーの支援制度

地デジアンテナお試しキットの無料貸し出し
地デジチューナーや室内アンテナなど地デジ
視聴のお試しキットを一週間無料で貸し出し
ます。
問̝デジサポアンテナキット事務局
緯03-5772-6125

経済的な理由で地デジ放送が視聴できない
世帯への地デジチューナーの無償給付
対̝NHK受信料全額免除世帯や市民税非課税
世帯の人

内̝簡易な地デジチューナー1台を無償給付
問̝総務省地デジチューナー支援実施センター
緯0570-033-840（NHK受信料全額免除世帯）
緯0570-023-724（市民税非課税世帯）

総務省では地デジチュー
ナーに関する支援を行って
います。詳しい内容などは
お問い合わせください。

アナログテレビ放送終了まで、あと2カ月余りとなりました。地デジ受信の準備はお済
みですか?まだお済みでない人や対応方法が分からない人は、こちらでご確認ください。

7月24日にアナログ放送は終了します

お急ぎください!地デジの準備

▼

または

困った!

この記事に関する問い合わせ 情報政策課 緯24-1111
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3月19日、担い手不足などから途絶えていた三ケ町商店街の「こども蛇踊り」が約14年ぶりに復活。
島瀬公園など4会場で披露されました。参加した約30人の子どもたちは、東日本大震災の犠牲者を
悼んで黙とうした後、自分たちの元気を送りたいと精いっぱいの踊りを披露しました。
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※本市では被災者向けに「生活資金の貸付」「就学支援」「就労支援」などを行っています。希望される場合
は担当窓口などをご紹介しますので、佐世保市緊急支援本部へご連絡ください。
※支援などの情報は、随時、市ホームページや携帯サイト（新着情報）でお知らせしますので、できるだけ最新
の情報をご確認ください。 冗佐世保市緊急支援本部（総務課内） 緯24-1111

本市の「義援金箱の設置場所」「義援金受け入れ口座」は次
のとおりです。市民の皆さんの温かいご支援をお願いします。

義援金箱の設置場所
市役所1階、中央保健福祉センター、各支所・行政センター、
九十九島動植物園、市立図書館
※受付時間 平日 8時30分～17時15分
義援金受け入れ口座
①親和銀行・佐世保市役所支店 普通 3005082
②十八銀行・佐世保支店 普通 1163397
口座名義 東北地方太平洋沖地震佐世保市義援金
※上記銀行の本店・各支店の窓口で受け付けます。
窓口振り込みでは手数料が無料になりますが、現金自動
預け払い機（ATM）では振り込み手数料が必要です。

冗市民協働推進室 緯24-1111

3月21日から10品目（4月1日から4品目）の支援物資の受け
付けを開始し、4月10日をもって受け付けを停止させていた
だきました。たくさんの物資をお持ちいただき、ありがと
うございました。5月以降の情報については市ホームペー
ジなどをご覧ください。 冗市民生活課 緯24-1111

支援物資の受け付けや仕分け作業など、ボランティアとし
て多くの市民の皆さんにご協力をいただきました。被災地
や市内でのボランティア活動に関する情報は、佐世保市社
会福祉協議会のホームページをご覧ください。
http://www.sasebo-shakyo.or.jp/
冗佐世保市社会福祉協議会 緯23-3174

支援物資

ボランティア活動

本市では被災者支援のため市営住宅を提供（最長1年間を予
定。家賃・敷金を免除、光熱費を市が負担、入居条件あり）
しており、福島県南相馬市などから、すでに9世帯24人（4月
8日現在）を受け入れています。入居に関する相談は住宅課
へどうぞ。冗住宅課 緯24-1111

市営住宅

見舞金ڏ
●対市内に避難し、1カ月以上居住される被災者
●内見舞金を給付（5万円＋世帯人数×1万円）
※単身世帯は5万円。1世帯当たり最大10万円。

長崎スマートカードڐ
●対市内に避難し、1カ月以上居住される被災者
※未就学児を除きます。
●内「長崎スマートカード」（5千円相当分）を配布
に該当される被災者の方は、市民生活課へお申し出ڐڏ※
ください。受け付け期間は6月30日（木）までです。

冗市民生活課 緯24-1111

見舞金・長崎スマートカード

職員派遣の経過

消防局職員（11人）を岩手県久慈市等へ࢑
（行方不明者捜索、3月14日～24日）

水道局職員（4人）を福島県福島市へ࢑
（補水作業、3月14日～21日）

保健師（2人×9チーム、5日交替）を宮城県松島町等へ࢑
（被災者の健康管理など、3月17日～5月2日）

医師、診療放射線技師、運転士（計3人）を福島県福島市等へ࢑
（健康チェックなど、3月19日～27日）

総合病院医師、看護師等（計5人）を宮城県南三陸町へ࢑
（巡回診療など、3月25日～4月3日）

事務職等（6人×3チーム、2週間交代）を宮城県石巻市へ࢑
（証明発行の受付事務など、4月7日～5月中旬予定）

被
災
地
へ
の
出
発
式
に
臨
む
市
職
員

東日本大震災の被災地への支援
3月11日に発生した「東日本大震災」により、亡くなられた方々のご冥福を心からお祈り申し上げますとともに、
被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。
本市では震災の発生以降、「緊急支援本部」を立ち上げ、消防・水道局職員や医師、保健師、看護師等を被災地
へ派遣するとともに、義援金の募集や被災された方々の市営住宅への受け入れなど、可能な限りの支援を行ってい
るところです。今後とも、わたしたちの住む佐世保から「今、何が必要なのか」を考え、被災者の救援・救護など
に最大限の支援を行っていきますので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

がんばろう日本! 今後も最大限の支援を行っていきます

▼
携帯サイト
はこちら!

義援金
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岩手県、福島県での
派遣職員の活動

●1●2●3岩手県久慈市夏井町半崎地区、
同県九戸郡野田村で行方不明者の捜
索活動を行う本市消防局職員。現地
の気温はマイナス8度。厳しい寒さ
の中で懸命に捜索活動を行いました。
（3月19日～20日撮影）●4長崎市・諫
早市水道局と連携し、福島県福島市
光が丘地区で補水作業を行う本市水
道局職員（3月17日撮影）●5福島県福
島市で放射能測定を行う本市診療放
射線技師（3月24日撮影）

佐世保市民も
全力で応援しています!!

「少しでもいいから力になりたい」
「何か自分にできることをしたい」。
佐世保市民もみんなそんな思いで
いっぱいです。市内では震災後すぐ
に、さまざまな団体が街頭募金など
の支援活動を開始。市役所や支所な
どへも連日、義援金や支援物資が数
多く寄せられました。
●6被災地への義援金を募る長崎県
立大学の学生たち●7市関係者の街
頭募金に協力する少女●8支援物資
を市役所へ持参した市民●9本県代
表として参加予定だった全国大会が
震災の影響で中止になり、街頭募金
等で集めた交通費などを義援金とし
て市へ持参した日宇中ハンドボール
部の生徒
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自分にできることを
精いっぱい!

フォトリポート
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（
白
岳
町
）

▽
工
藤
暢
晃
・
佳
世
（
藤
原
町
）
▽

カ
）
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ム
▽
福
石
町
公

民
館
町
民
一
同
（
福
石
町
）
▽
常
盤

町
町
内
会
（
常
盤
町
）
▽
山
祇
地
区

町
内
連
絡
会
（
山
祇
町
）
▽
鹿
町
町

口
ノ
里
地
区
（
鹿
町
町
口
ノ
里
）
▽

ア
オ
キ
シ
ン
ジ
▽
ワ
ダ
ヒ
ロ
シ
▽

ワ
ダ
オ
ト
ヒ
コ
▽
米
海
軍
艦
船
エ

フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
乗
組
員
一
同
（
平
瀬

町
）
▽
ナ
ミ
ヒ
ラ
ハ
ジ
メ
▽
ヤ
マ
グ

チ
ノ
ボ
ル
▽
ム
ラ
カ
ミ
ト
モ
コ
▽

マ
エ
ダ
エ
ツ
コ
▽
ホ
ン
マ
ヨ
ウ
コ

▽
ナ
ガ
シ
マ
マ
サ
カ
ズ
▽
タ
カ
シ

マ
ハ
ヤ
テ
・
フ
ウ
マ
▽
キ
ノ
シ
タ
ユ

ウ
イ
チ
▽
ヤ
マ
ダ
ミ
サ
ヨ
▽
ヒ
ダ

カ
ミ
ホ
▽
ス
エ
ト
ウ
ユ
ミ
▽
タ
カ

ギ
ヒ
デ
キ
▽
愛
宕
地
区
生
涯
学
習

推
進
会
（
赤
崎
町
）
▽
み
ず
ほ
証
券

（
常
盤
町
）
▽
澤
正
明
（
日
野
町
）

▽
桂
林
会
（
中
央
公
民
館
中
国
語
講

座
）（
峰
坂
町
）
▽
稲
荷
町
一
組
公

民
館
（
稲
荷
町
）
▽
ド
ム
・
ニ
セ
イ

（
皆
瀬
町
）
▽
タ
ケ
シ
タ
カ
イ
▽
ト

ミ
タ
カ
ズ
ヒ
デ
▽
オ
カ
ム
ラ
ヤ
ス

コ
▽
フ
ジ
モ
ト
ヨ
シ
カ
ズ
▽
ナ
カ

ヤ
マ
ヒ
サ
コ
▽
ナ
カ
ヤ
マ
カ
ツ
ジ

▽
カ
タ
ヤ
マ
シ
ゲ
ア
キ
▽
サ
ト
ウ

ヨ
シ
ハ
ル
▽
ノ
ザ
ワ
ヒ
ロ
ミ
▽
キ

タ
マ
サ
オ
▽
愛
宕
地
区
生
涯
学
習

推
進
会
婦
人
部
（
赤
崎
町
）
▽
田
尻

▽
ム
ラ
カ
ミ
タ
カ
ヨ
シ
▽
ム
ラ
カ

ミ
ス
ズ
コ
▽
ユ
）
ゴ
バ
ン
シ
ヨ
▽
カ

ナ
ヤ
ナ
ル
ア
キ
▽
タ
ナ
カ
ヒ
ロ
シ

▽
ト
ウ
ヤ
ス
コ
▽
タ
ガ
シ
ラ
リ
ツ

コ
▽
フ
ル
タ
ニ
シ
ズ
オ
▽
ヨ
シ
ナ

ガ
ミ
チ
コ
▽
ヒ
ラ
テ
ル
ア
キ
▽
キ

ユ
ウ
シ
ユ
ウ
メ
タ
リ
ツ
ク
カ
ラ
ー

▽
シ
ヨ
ウ
ワ
5
5
ネ
ン
ソ
ツ
ギ
ヨ

ウ
▽
叙
大
弘
（
江
上
町
）
▽
ナ
ガ
ハ

マ
カ
オ
ル
▽
カ
ネ
コ
シ
ゲ
ミ
▽
佐

世
保
市
交
通
安
全
協
会
職
員
一
同

（
祇
園
町
）
▽
ニ
シ
カ
ワ
タ
ダ
ツ
グ

▽
叙
日
本
リ
ー
ス
（
白
木
町
）
▽
藏

屋
彰
子
▽
コ
ナ
カ
オ
ス
ミ
ヨ
・
シ
ユ

ン
▽
イ
シ
タ
ケ
イ
ク
ミ
▽
サ
サ
ノ

ヒ
デ
オ
▽
オ
ク
ノ
カ
ズ
ヒ
ロ
▽
カ

ワ
イ
テ
ル
ヒ
サ
▽
ジ
ヨ
ウ
ジ
マ
マ

コ
ト
▽
ヤ
マ
グ
チ
ヨ
シ
コ
▽
ハ
セ

ガ
ワ
オ
サ
ム
▽
ソ
ノ
カ
ワ
ト
モ
ユ

キ
▽
タ
ケ
シ
タ
ジ
ヨ
ウ
ジ
▽
ヒ
ダ

カ
ユ
ウ
シ
▽
ヤ
マ
グ
チ
ヨ
シ
ハ
ル

▽
タ
ビ
ラ
ケ
イ
コ
▽
サ
サ
キ
ユ
ウ

コ
▽
カ
）
ド
ウ
イ
ン
グ
▽
小
舟
町
1

組
6
班
（
小
舟
町
）
▽
イ
ト
ウ
サ
ヨ

コ
▽
マ
ツ
オ
カ
ズ
コ
▽
フ
ク
ダ
ユ

タ
カ
▽
シ
バ
タ
サ
ト
ミ
▽
マ
ツ
ノ

ア
ツ
シ
▽
ア
ダ
チ
タ
カ
シ
▽
エ
グ

チ
マ
リ
コ
▽
下
田
商
事
叙
従
業
員

一
同
（
卸
本
町
）
▽
経
済
朋
友
会
▽

市
立
看
護
専
門
学
校
（
平
瀬
町
）
▽

キ
ユ
ウ
イ
チ
ア
ン
シ
ヨ
ク
ヒ
ン
キ

ヨ
▽
コ
ウ
ダ
コ
ド
モ
カ
イ
▽
マ
エ

カ
ワ
シ
ゲ
ル
▽
コ
マ
イ
ツ
カ
サ
▽

ノ
リ
マ
ツ
ア
カ
モ
リ
▽
ヨ
シ
ダ
タ

カ
エ
▽
ト
モ
ナ
ガ
キ
イ
チ
▽
イ
ワ

ハ
シ
フ
ミ
ノ
▽
ワ
タ
ナ
ベ
シ
ゲ
ア

キ
▽
サ
カ
モ
ト
レ
イ
コ
▽
タ
サ
キ

ル
ミ
コ
▽
ヨ
シ
モ
ト
タ
モ
ツ
▽
ホ

ン
ダ
ジ
ユ
ン
イ
チ
▽
ト
ミ
ナ
ガ
ヤ

ス
オ
▽
レ
モ
ン
会
（
今
福
町
）
▽
山

下
昌
昭
（
今
福
町
）
▽
フ
ル
カ
ワ
ノ

リ
カ
ズ
▽
オ
オ
ム
ラ
ス
ミ
コ
▽
シ

ラ
ハ
マ
ミ
ツ
ヨ
シ
▽
カ
イ
バ
ラ
カ

ズ
ヨ
▽
イ
ケ
ヤ
マ
タ
ケ
ヒ
コ
▽
松

尾
山
青
蓮
寺
（
白
岳
町
）
▽
ナ
ナ
ウ

ラ
ユ
ウ
ジ
▽
相
浦
猟
友
会
（
原
分

町
）
▽
営
繕
会
（
八
幡
町
）
▽
ニ
シ

カ
ゼ
カ
イ
カ
イ
チ
ヨ
ウ
▽
北
斗
リ

サ
イ
ク
ル
▽
ユ
）
ハ
ヤ
シ
ダ
マ
マ
サ

ン
ド
ラ
▽
コ
ウ
ダ
コ
ド
モ
カ
イ
▽

マ
ト
リ
タ
ミ
コ
▽
ク
ル
サ
キ
ヨ
シ

テ
ル
▽
ミ
ゾ
カ
ミ
タ
カ
シ
▽
サ
ン

サ
カ
カ
ツ
ノ
ブ
▽
マ
ツ
モ
ト
ヒ
デ

東
日
本
大
震
災
の「
義
援
金
」「
支
援
物
資
」に

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
市
が
募
集
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
の
「
義
援
金
」「
支

援
物
資
」
に
は
、
大
変
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
・
団
体

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
は
3
月

日
か
ら

日
ま
で
の
総
額
が
5
6
3
0

14

31

万
5
8
5
6
円
と
な
り
、
皆
さ
ま
の
善
意
を
1
日
で
も
早
く

被
災
地
へ
届
け
る
た
め
、
4
月
5
日
に
全
国
市
長
会（
震
災
対

策
本
部
）へ
5
1
0
0
万
円
を
送
金
し
ま
し
た
。
ま
た
義
援
金

の
一
部
は
、
市
内
に
居
住
さ
れ
る
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ
の
見

舞
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）。

支
援
物
資
は
、
第
1
回
目
を
3
月

日
に
自
衛
隊
を
通
じ
て

30

宮
城
県
へ
送
り
ま
し
た
。

今
回
の
募
集
に
は
、
義
援
金
箱
な
ど
を
通
じ
て
大
変
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
お
一

人
お
一
人
の
温
か
い
ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
込

め
、
お
名
前
が
分
か
る
場
合
の
み
、
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
報
道
等
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
被
災
地
で
は

長
期
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ノ
ブ
▽
ユ
）
セ
イ
ワ
ギ
ケ
ン
▽
ツ
ル

タ
マ
サ
ヒ
ロ
▽
イ
デ
ノ
リ
コ
▽
ホ

ツ
ト
モ
ツ
ト
ハ
マ
グ
チ
テ
ン
▽
カ

ワ
ウ
チ
ノ
ブ
エ
▽
オ
シ
タ
ア
ヤ
コ

▽
S
A
S
E
B
O
E
L
E
M
E
N

T
A
R
Y
（
平
瀬
町
）
▽
ウ
ラ
シ
ヨ

ウ
タ
ロ
ウ
▽
福
石
中
学
校
1
年
2

組
（
干
尽
町
）
▽
ハ
シ
モ
ト
エ
イ
コ

▽
除
佐
世
保
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
（
三
浦
町
）
▽
さ
せ
ぼ
エ
コ

プ
ラ
ザ
（
戸
尾
町
）
▽
江
迎
・
鹿
町

工
業
団
地
会
（
江
迎
町
埋
立
）
▽

ユ
）
ベ
イ
プ
レ
ス
ダ
イ
ヒ
ヨ
ウ
ト
リ

シ
マ
リ
ヤ
ク
▽
カ
ネ
コ
シ
ン
イ
チ

ロ
ウ
▽
オ
オ
ワ
タ
リ
ワ
カ
ミ
▽
コ

ダ
マ
リ
ヨ
ウ
コ
▽
ハ
ギ
ワ
ラ
セ
イ

ジ
▽
カ
ワ
シ
マ
ホ
ノ
カ
▽
中
里
皆

瀬
地
区
連
合
町
内
会
（
上
本
山
町
）

▽
米
海
軍
佐
世
保
基
地
施
設
部
親

睦
会
（
平
瀬
町
）
▽
長
畑
町
町
内
会

（
長
畑
町
）
▽
南
風
崎
2
区
町
内
会

（
南
風
崎
町
）
▽
松
尾
正
勝
（
南
風

崎
町
）
▽
松
田
秀
男
（
上
相
浦
町
）

▽
相
浦
川
迎
町
納
税
組
合
（
相
浦

町
）
▽
松
田
恵
一
（
上
相
浦
町
）
▽

ふ
じ
み
台
自
治
会
（
棚
方
町
）
▽
佐

世
保
商
業
第
4
3
回
期
生
（
上
京

町
）
▽
ナ
キ
リ
ナ
オ
エ
▽
三
川
内
地

区
高
齢
者
教
室
（
口
の
尾
町
）
▽
叙

日
本
リ
ー
ス
佐
世
保
営
業
所
（
広
田

2
丁
目
）
▽
世
知
原
中
学
校
（
世
知

原
町
栗
迎
）
▽
相
浦
中
学
校
職
員
P

T
A
三
役
（
川
下
町
）
▽
永
田
宝
石

店
社
員
一
同
（
上
京
町
）
▽
川
内
通

良
（
南
風
崎
町
）
▽
相
浦
駐
屯
地
O

B
会
（
大
潟
町
）
▽
鴨
川
正
志
（
瀬

戸
越
町
）
▽
蛭
子
料
理
教
室
▽
御
船

町
1
組
公
民
館
（
御
船
町
）
▽
コ
ク

ボ
ウ
ヘ
イ
タ
ン
キ
ヨ
ク
リ
ウ
ツ
ウ

キ
コ
ウ
ヨ
コ
ス
▽
ナ
ル
ト
ミ
キ
ミ

ト
▽
佐
世
保
市
教
職
員
囲
碁
ク
ラ

ブ
▽
中
村
峰
夫
（
鹿
町
町
下
歌
ケ

浦
）
▽
み
な
よ
ろ
会
（
皆
瀬
町
）
▽

よ
し
む
ら
▽
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
「
や

ま
び
こ
ク
ラ
ブ
」（
小
佐
世
保
町
）

▽
大
崎
公
民
館
（
針
尾
北
町
）
▽
ヤ

マ
カ
ワ
ヒ
ト
シ
▽
パ
ー
ル
写
友
会

（
鹿
町
町
深
江
）
▽
歌
ケ
浦
地
区
会

（
鹿
町
町
下
歌
ケ
浦
）
▽
ナ
カ
ム
ラ

ヨ
シ
カ
ズ
▽
マ
ル
タ
ヤ
ス
コ
▽
堤

山
公
民
館
（
江
上
町
）
▽
相
浦
中
学

校
P
T
A
（
川
下
町
）
▽
田
中
京
子

▽
マ
ツ
オ
ト
シ
マ
サ
▽
相
浦
中
学

校
3
年
3
組
（
川
下
町
）
▽
ト
リ
ム

体
操
江
上
教
室
（
有
福
町
）
▽
ツ
チ

ヤ
ア
キ
コ
▽
平
野
▽
イ
）
コ
ウ
セ
イ

カ
イ
ミ
チ
ノ
オ
ビ
▽
愛
宕
中
学
校

（
赤
崎
町
）
▽
キ
シ
カ
ワ
ヒ
ロ
シ
▽

カ
）
タ
ナ
カ
シ
ヨ
ウ
テ
ン
ジ
ユ
▽
小

佐
々
町
消
防
団
第
4
7
分
団
（
小

佐
々
町
矢
岳
）
▽
原
田
明
徳
▽
東
洋

装
備
叙
従
業
員
一
同
（
高
梨
町
）
▽

タ
カ
イ
シ
マ
サ
ト
シ
▽
潮
見
地
区

民
生
児
童
委
員
（
潮
見
町
）
▽
ミ
ナ

ミ
シ
マ
バ
ラ
シ
リ
ツ
ツ
バ
▽
ト
モ

ナ
ガ
ダ
イ
▽
ナ
カ
オ
タ
マ
エ
▽
マ

ツ
オ
キ
ヨ
ト
▽
キ
タ
ニ
ユ
ウ
コ
▽

サ
イ
ツ
ヒ
ロ
ミ
▽
シ
ン
キ
ヨ
ウ
コ

▽
タ
カ
ハ
シ
イ
ツ
エ
▽
タ
カ
モ
ト

ス
ミ
オ
▽
ヤ
マ
ダ
ノ
ブ
コ
▽
モ
リ

ハ
ツ
コ
▽
ヒ
ラ
ヤ
マ
リ
サ
ブ
ロ
ウ

▽
佐
世
保
民
主
商
工
会
（
万
津
町
）

▽
三
ヶ
町
こ
ど
も
蛇
踊
り
実
行
委

員
会
（
栄
町
）
▽
広
田
中
学
校
（
重

尾
町
）
▽
徳
久
由
美
枝
（
峰
坂
町
）

▽
公
営
崎
岡
住
宅
自
治
会
（
崎
岡

町
）
▽
吉
井
中
学
校
（
吉
井
町
前

岳
）
▽
東
山
町
三
組
公
民
館
（
東
山

町
）
▽
田
中
重
信
▽
カ
キ
ハ
ラ
シ
ゲ

ト
シ
▽
ニ
シ
ム
ラ
ホ
ヅ
ミ
▽
ミ
キ

タ
コ
ウ
ジ
ロ
ウ
▽
チ
カ
ラ
カ
ズ
ミ

▽
オ
ガ
ワ
エ
ミ
コ
▽
チ
カ
ラ
マ
ス

ミ
▽
イ
ケ
ガ
ミ
ス
ミ
▽
山
口
鳥
羽

雄
・
好
子
▽
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
（
本
島
町
）
▽
さ

せ
ぼ
パ
ー
ル
・
シ
ー
叙
職
員
分
（
鹿

子
前
町
）
▽
佐
世
保
青
果
叙
関
係
者

一
同
（
干
尽
町
）
▽
東
山
町
二
組
公

民
館
（
東
山
町
）
▽
西
泉
福
寺
子
ど

も
会
（
瀬
戸
越
4
丁
目
）
▽
ハ
シ
グ

チ
ケ
イ
コ
▽
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
円

舞
黎
明
（
天
神
5
丁
目
）
▽
本
村
町

内
会
（
黒
島
町
）
▽
ウ
ン
ゼ
ン
シ
リ

ツ
チ
ヂ
ワ
ダ
▽
古
里
町
内
会
（
黒
島

町
）
▽
佐
世
保
青
果
叙
友
親
会
（
干

尽
町
）
▽
カ
）
ホ
ケ
ン
ヤ
サ
ン
▽
ハ

シ
モ
ト
ヒ
デ
ア
キ
▽
高
倉
正
▽
シ

ン
ザ
ワ
ヨ
シ
ヒ
ロ
▽
宮
津
町
町
内

会
（
宮
津
町
）
▽
今
泉
智
陽
（
大
宮

町
）
▽
南
風
崎
区
町
内
会
（
南
風
崎

町
）
▽
花
の
森
コ
ー
ラ
ス
（
湊
町
）

▽
城
間
町
町
内
会
（
城
間
町
）
▽
上

金
比
良
公
民
館
（
金
比
良
町
）
▽
ノ

ウ
）
ワ
ク
ワ
ク
フ
レ
ア
イ
イ
チ
▽
瀬

道
町
町
内
会
（
瀬
道
町
）
▽
奥
山
町

町
内
会
（
奥
山
町
）
▽
萩
坂
町
町
内

会
（
萩
坂
町
）
▽
木
風
小
学
校
（
木

風
町
）
▽
ト
ミ
ナ
ガ
リ
キ
オ
▽
ハ
ラ

ダ
シ
ヨ
ウ
テ
ン
ハ
ラ
ダ
▽
瑞
穂
住

宅
町
内
会
（
長
畑
町
）
▽
ヤ
マ
ゾ
エ

マ
モ
ル
▽
鹿
子
前
町
二
組
公
民
館

（
鹿
子
前
町
）
▽
ル
ー
ク
ロ
ベ
ー

ジ
ュ
中
里
淳
子
（
赤
崎
町
）
▽
吉
井

活
性
化
セ
ン
タ
ー
生
産
者
協
議
会

（
吉
井
町
立
石
）
▽
ハ
ヤ
マ
キ
カ
ツ

シ冗
市
民
協
働
推
進
室

緯

・
1
1
1
1

24
支
援
物
資

（
3
月

日
分
ま
で
、
敬
称
略
、

31

50

音
順
を
基
本
）

▽
赤
石
ヤ
ス
子
▽
赤
木
健
一
▽
赤

木
宗
▽
朝
山
泰
二
▽
明
地
麻
由
▽

阿
波
英
一
▽
天
羽
睦
美
▽
有
島
稔

▽
有
冨
義
晴
▽
粟
村
泰
子
▽
飯
塚

久
美
子
▽
池
田
明
美
▽
池
田
和
子

▽
池
田
直
之
▽
石
田
心
一
▽
石
田

光
洋
▽
石
橋
佳
子
▽
磯
部
▽
磯
本

一
樹
▽
磯
脇
章
男
▽
一
ノ
瀬
正
宏

c
l
u
b
w
i
p
e
▽
一
番
ヶ
瀬

瞭
子
▽
一
丸
俊
雄
▽
井
手
絵
美
▽

井
手
英
明
▽
伊
藤
▽
稲
垣
ふ
じ
子

▽
井
上
浩
▽
井
上
明
治
▽
井
上
恵

美
子
▽
井
上
清
司
▽
井
上
眞
司
▽

井
上
千
鶴
子
▽
井
上
久
夫
▽
井
上

秀
喜
▽
井
上
ミ
ユ
キ
▽
井
上
由
紀

子
▽
井
野
口
尚
子
▽
井
福
美
香
▽

今
井
定
行
▽
今
村
小
夜
子
▽
伊
美

咲
花
▽
岩
﨑
明
日
香
▽
岩
木
弘
哉

▽
岩
佐
和
久
▽
岩
佐
信
三
郎
▽
岩

﨑
清
子
▽
岩
崎
チ
ヅ
ル
▽
岩
﨑
陽

子
▽
岩
田
修
▽
岩
田
喜
代
子
▽
岩

戸
恭
子
▽
岩
永
志
恵
▽
岩
永
奈
美

▽
岩
松
昭
徳
▽
岩
本
一
東
美
▽
岩

本
晋
一
▽
植
田
芳
子
▽
上
林
宏
▽

上
原
綾
子
▽
歌
浦
忠
臣
▽
詩
ケ
江

俊
男
▽
内
田
英
幸
▽
内
野
昭
夫
▽

内
野
智
博
▽
内
山
英
二
▽
内
山
治

宣
▽
梅
ヶ
枝
酒
造
叙
▽
梅
原
瞳
▽

浦
野
麻
美
▽
浦
松
清
則
▽
浦
脇
▽

浦
脇
稔
典
▽
嬉
野
重
明
▽
江
頭
武

男
▽
江
頭
ナ
ホ
子
▽
江
頭
美
奈
子

▽
江
口
和
美
▽
江
口
敏
夫
▽
江
口

靖
則
▽
え
く
ぼ
▽
江
藤
美
香
子
▽

江
山
英
隆
▽
円
田
浩
司
▽
大
石
郁

人
・
さ
く
ら
▽
大
石
達
海
▽
大
石
智

津
子

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
▽
大
浦
勝
▽
大
川
百
代
▽

大
串
教
子
▽
大
隈
由
紀
子
▽
大
隈

良
▽
大
倉
洋
子
▽
大
島
勉
▽
太
田

順
也
▽
太
田
春
代
▽
大
隣
進
也
▽

大
野
和
子
▽
大
野
末
男
▽
大
橋
美

波
▽
大
橋
幸
子
▽
大
村
日
菜
子
▽

大
山
竜
平
▽
岡
秀
子
▽
岡
田
庄
太

郎
▽
岡
村
薫
▽
岡
本
鐡
男
▽
岡
本

真
寿
美
▽
小
川
竹
市
▽
小
川
冨
士

夫
▽
小
川
正
数
▽
小
川
行
子
▽
沖

田
泰
代
▽
小
楠
信
雄
▽
奥
平
佳
代

子
▽
尾
﨑
喜
久
男
▽
小
田
明
日
香

▽
越
智
和
子
▽
小
野
原
久
子
▽
オ

リ
ジ
ン
交
易
鈴
山
彰
▽
叙
イ
ワ
サ

キ
紙
器
▽
叙
ケ
ー
シ
ー
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
▽
叙
長
崎
共
和
事
務
員

一
同
・
パ
ー
ト
一
同
▽
叙
ビ
ッ
グ
マ

ン
▽
叙
辺
銀
▽
改
元
洋
子
▽
柿
本

美
津
子
▽
鹿
毛
泰
則
▽
笠
良
三
▽

風
間
留
夫
▽
梶
山
政
男
▽
片
岡
知

博
▽
片
山
健
太

山
口
絵
里
▽
門

田
将
樹
▽
門
田
三
男
▽
金
澤
美
奈

子
▽
金
丸
龍
生
▽
金
子
修
平
▽
金

子
利
行
▽
金
子
秀
伸
▽
鹿
野
あ
ゆ

み
、
華
鈴
▽
釜
谷
親
良
▽
神
﨑
幹
子

▽
上
条
明
子
▽
紙
谷
和
宏
▽
紙
屋

史
明
▽
神
山
寿
蔵
▽
亀
園
絵
美
子

▽
亀
園
耕
一
▽
加
茂
晶
子
▽
鴨
井

絹
子
▽
鴨
川
節
子
▽
鴨
川
信
子
▽

茅
原
勇
▽
辛
島
貞
雄
▽
烏
山
桂
子

▽
カ
リ
桂
子
▽
川
内
通
良
▽
川
上

重
行
▽
川
口
フ
サ
子
▽
川
口
ま
ゆ

み
▽
川
口
安
則
▽
川
久
保
安
道
▽

川
崎
明
子
▽
川
崎
多
美
子
▽
川
﨑

輝
義
▽
川
﨑
朋
子
▽
川
里
和
子
▽

川
下
利
恵
子
▽
川
嶋
千
尋
▽
川
尻

一
暢
▽
河
田
▽
川
中
カ
メ
▽
川
原

栄
美
子
▽
川
原
良
子
▽
川
渕
祐
▽

神
田
亜
矢
子
▽
神
田
幸
雄
▽
菊
地

亨
▽
岸
川
智
恵
、
重
村
ち
ひ
ろ
▽
喜

多
実
千
代
▽
北
村
一
彦
▽
北
村
マ

サ
子
▽
北
村
誠
吾
事
務
所
▽
木
寺

一
代
▽
木
下
千
恵
子
▽
木
下
由
美

▽
木
村
亜
由
美
▽
京
町
内
科
病
院

▽
清
原
亮
雄
▽
久
家
樹
子
▽
草
野

勝
英
▽
楠
本
直
美
▽
口
石
香
奈
子

▽
朽
原
貴
代
美
▽
久
保
繁
▽
久
保

啓
子
▽
久
保
隆
司
▽
久
保
晴
美
▽

久
保
川
瑠
美
子
▽
隈
京
子
▽
隅
部

和
則
▽
栗
村
泰
子
▽
グ
レ
ー
タ
ー

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
▽

黒
川
成
至
▽
黒
川
道
子
▽
黒
木
美

優
▽
黒
木
正
隆
▽
黒
崎
佐
恵
子
▽

黒
田
由
紀
子
▽
桑
原
真
須
美
▽
ケ

ネ
デ
ィ
友
子
▽
小
池
恵
美
▽
糀
昭

子
▽
糀
志
津
▽
香
田
大
蔵
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▽
郡
み
き
代
▽
郡
道
子
▽
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
佐
世
保
沖
永
慶
子

▽
小
佐
々
幸
四
郎
▽
小
島
澄
子
▽

五
反
田
幸
一
▽
五
島
珠
代
▽
五
島

長
明
▽
小
西
司
▽
小
林
▽
小
林
美

知
▽
小
林
盛
嗣
▽
小
森
千
鶴
代
▽

小
森
田
正
孝
▽
近
藤
貴
博
▽
近
藤

朋
美
▽
近
藤
ユ
キ
子
▽
今
野
美
夏

▽
酒
井
さ
ち
よ
▽
坂
井
秀
美
▽
坂

口
▽
坂
口
弘
▽
坂
口
登
茂
子
▽
坂

口
由
紀
▽
坂
部
清
子
▽
坂
本
明
美

▽
坂
本
喜
美
子
▽
坂
本
豊
子
▽
坂

本
奈
々
▽
坂
本
ひ
か
り
▽
坂
本
優

子
▽
坂
本
由
美
子
▽
﨑
本
明
人
▽

桜
井
ゆ
り
か
▽
迫
田
健
一
▽
佐
々

木
安
江
▽
佐
世
保
市
総
合
病
院
8

階
西
病
棟
▽
佐
世
保
市
役
所
総
務

部
、
総
務
課
▽
佐
世
保
特
別
支
援
学

校
▽
さ
せ
ぼ
四
季
彩
館
▽
定
松
史

朗
▽
佐
藤
昭
良
▽
佐
藤
亜
則
▽
佐

藤
直
子
▽
サ
ラ
ダ
館
日
野
店
野
村

▽
猿
島
悦
子
▽
サ
ン
ド
マ
ン
芳
美

▽
椎
葉
ケ
イ
子
▽
塩
徳
子
▽
塩
谷

み
さ
き
▽
志
方
出
▽
紫
加
田
朗
子

▽
信
田
直
子
▽
柴
田
い
つ
子
▽
柴

田
洋
子
▽
渋
谷
裕
男
▽
清
水
エ
イ

子
▽
志
水
智
和
▽
清
水
久
夫
▽
志

水
ま
ゆ
み
▽
下
田
▽
下
濱
タ
エ
コ

▽
自
由
同
和
会
長
崎
県
本
部
▽
首

藤
裕
子
▽
白
井
翠
▽
白
石
麻
美
▽

白
石
営
子
▽
白
石
和
子
▽
白
川
明

彦
▽
白
浜
隆
芳
▽
城
山
英
信
▽
新

川
喜
美
枝
▽
新
地
久
信
▽
陣
内
瞭

輔
▽
末
竹
啓
治
▽
末
永
佐
知
子
▽

末
永
利
幸
▽
須
加
﨑
千
代
美
▽
須

加
崎
亜
希
子
▽
杉
田
弘
志
▽
杉
原

由
美
子
▽
鈴
木
節
子
▽
須
田
敦
子

▽
隅
政
則
▽
住
田
聖
樹
子
▽
生
産

者
販
売
所
だ
ん
だ
ん
▽
関
厚
子
▽

瀬
原
聡
美
▽
芹
澤
愛
子
▽
瀬
脇
昌

子
▽
千
手
豊
子
▽
草
加
家
か
ん
こ

ろ
餅
本
舗
▽
副
島
英
明
▽
杣
川
征

夫
▽
高
井
尚
美
▽
高
尾
俊
子
▽
高

﨑
達
哉
▽
高
嶋
徹
弥
▽
高
野
奎
子

▽
高
濱
啓
子
▽
高
増
理
恵
▽
高
見

利
恵
▽
田
川
格
▽
田
川
美
千
代
▽

多
久
島
登
▽
田
口
博
之
▽
田
口
泰

志
▽
竹
内
千
和
子
▽
竹
下
邦
子
▽

竹
下
由
美
▽
竹
田
実
恵
▽
竹
中
美

智
子
▽
田
崎
修
一
郎
▽
田
崎
宏
志

▽
田
島
節
子
▽
多
田
真
理
▽
立
花

薫
子
▽
伊
達
五
朗
▽
田
中
秀
▽
田

中
香
織
▽
田
中
紀
代
▽
田
中
恵
子

▽
田
中
将
吾
▽
田
中
時
夫
▽
田
中

豊
昭
▽
田
中
英
知
・
静
子
▽
田
中
保

子
▽
田
中
勇
輔
▽
田
中
喜
子
▽
谷

口
恵
利
▽
谷
口
寛
治
▽
谷
丸
和
雄

▽
谷
村
靖
子
▽
田
畑
巧
▽
田
渕
学

▽
田
丸
▽
千
綿
▽
辻
貴
憲
▽
辻
ツ

ヤ
子
▽
土
屋
佐
知
子
▽
堤
祐
子
▽

釣
船
和
雄
▽
靏
晴
美
▽
靏
要
子
▽

手
島
剛
▽
寺
田
京
子
▽
て
ん
じ
ん

薬
局
▽
土
井
ゆ
き
▽
都
市
秋
子
▽

東
七
叙
▽
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
立
早
岐
保
育
所
）
▽
戸
上

明
▽
徳
島
八
千
代
▽
徳
久
明
代
▽

都
甲
友
巳
▽
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
ラ

ラ
プ
レ
イ
ス
日
野
店
▽
戸
田
幸
子

▽
ト
ノ
カ
ワ
電
業
叙
▽
鳥
羽
好
実

▽
富
田
ミ
ド
リ
▽
冨
永
友
美
▽
冨

永
昌
子
▽
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
郁
美
▽

朝
重
明
子
▽
友
野
英
樹
▽
豊
里
節

雄
▽
豊
島
真
由
美
▽
豊
原
稔
▽
豊

増
孝
敏
▽
豊
村
彩
▽
豊
村
美
代
子

▽
ト
ラ
ジ
ャ
会
▽
鳥
庄

的
場
温

▽
永
尾
敏
幸
▽
長
尾
政
代
▽
中
里

悟
▽
中
里
禮
二
▽
中
路
照
久
▽
中

島
ク
ニ
子
▽
長
島
忠
志
▽
中
島
信

子
▽
中
嶋
康
子
▽
中
島
洋
子
▽
中

島
洋
三
▽
長
田
香
菜
子
▽
永
田
美

奈
子
▽
永
田
美
春
▽
長
富
恵
▽
中

野
賢
一
▽
中
野
千
恵
美
▽
永
松
マ

サ
子
▽
中
道
彩
▽
中
道
俊
枝
▽
中

村
知
子
▽
中
村
実
▽
中
村
昭
博
▽

中
村
昭
喜
▽
中
村
和
宏
▽
中
村
京

子
▽
中
村
征
英
▽
中
村
善
也
▽
中

村
多
喜
子
▽
中
村
雅
司
▽
中
村
雅

彦
▽
中
村
吉
史
▽
永
元
祐
▽
永
安

健
太
▽
永
山
裕
昭
▽
名
切
昭
則
▽

西
敏
男
▽
西
由
紀
子
▽
西
久
男
▽

西
嶋
清
美
▽
西
田
秀
雄
▽
西
田
由

美
▽
西
永
弘
美
▽
西
原
徹
▽
西
村

將
▽
西
村
司
▽
西
村
双
葉
▽
仁
田

静
子
▽
根
本
山
宝
満
堂
▽
野
川
真

一
▽
野
口
三
五
夫
▽
野
田
啓
介
▽

野
中
博
行
▽
野
寄
幸
原
▽
早
岐
幼

稚
園
▽
早
岐
幼
稚
園
保
護
者
一
同

▽
萩
山
栄
二
▽
橋
口
由
貴
▽
橋
本

紗
和
▽
橋
本
光
義
▽
長
谷
川
美
恵

▽
畑
中
公
子
▽
八
汐
美
加
▽
馬
場

友
恵
▽
馬
場
伸
子
▽
馬
場
弘
美
▽

馬
場
崎
武
子
▽
浜
崎
千
鶴
子
▽
濱

田
美
夏
▽
濱
田
宗
一
▽
浜
田
由
美

子
▽
浜
田
理
沙
▽
濱
野
冴
子
▽
濱

村
清
次
▽
林
タ
ケ
▽
林
眞
貴
子
▽

林
正
和
▽
林
敦
子
▽
原
一
徳
▽
原

幸
介
▽
原
田
清
佳
▽
原
田
朋
子
▽

原
田
典
子
▽
原
田
好
幸
▽
原
分
町

南
区
有
志
一
同
▽
針
尾
好
輝
▽
春

田
小
百
合
▽
春
野
香
代
子
▽
ビ
ー

ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
▽
ビ
ー

ニ
ー
裕
子
▽
ヒ
ー
ム
ス
ト
ラ
▽
東

舞
▽
東
入
来
和
歌
子
▽
東
小
佐
世

保
町
公
民
館
▽
樋
口
▽
樋
口
昌
三

郎
▽
久
野
慶
輔
▽
久
野
貞
子
▽
久

野
美
佐
子
▽
ビ
ッ
グ
マ
ン
▽
日
野

緑
町
一
組
▽
平
内
浩
子
▽
平
田
勝

治
▽
平
田
幸
子
、
里
見
典
子
、
竹
下

満
理
子
、
岡
崎
玲
子
▽
平
野
尚
志
・

和
子
▽
蛭
川
誠
一
▽
廣
瀬
亜
矢
子

▽
ひ
ろ
せ
宗
太
郎
▽
広
田
美
由
紀

▽
廣
津
進
・
由
美
子
▽
深
江
政
弘
▽

深
川
達
也
▽
深
澤
美
紀
▽
福
井
誠

▽
福
井
幸
子
▽
福
井
知
子
▽
福
岡

直
樹
▽
福
田
和
則
▽
福
田
清
司
▽

福
田
典
子
▽
福
田
由
香
▽
福
地
俊

美
▽
福
野
昭
徳
▽
福
本
佳
代
▽
福

本
清
子
▽
福
山
和
枝
▽
福
山
美
奈

▽
福
吉
綾
子
▽
藤
和
弘
▽
藤
田
貞

子
▽
藤
松
綾
子
▽
藤
村
貴
幸
▽
藤

本
拓
海
▽
藤
原
義
光
▽
渕
上
志
津

子
▽
フ
ラ
イ
睦
味
▽
古
川
貴
代
美

▽
古
川
康
則
▽
古
川
留
美
▽
古
達

美
佐
子
▽
ベ
ン
デ
ル
幸
▽
宝
蔵
洋

子
▽
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

し
ま
え
▽
外
尾
剛
▽
本
郷
和
枝
▽

本
城
穂
積
▽
本
城
義
雄
▽
本
多
美

和
子
▽
前
川
力
▽
前
川
和
彦
▽
前

川
友
記
▽
前
田
尚
一
▽
前
田
翔
子

▽
前
田
眞
弘
▽
前
田
ち
あ
き
▽
前

田
直
人
▽
前
田
ミ
チ
子
▽
前
畑
磨

智
子
▽
牧
尾
善
紀
▽
正
木
和
彦
▽

増
田
▽
増
田
綾
子
▽
松
尾
肇
▽
松

尾
久
▽
松
尾
喜
介
▽
松
尾
喜
代
子

▽
松
尾
久
美
▽
松
尾
鈴
子
▽
松
尾

富
子
▽
松
尾
智
子
▽
松
尾
直
子
▽

松
尾
正
寛
▽
松
尾
龍
太
▽
松
川
和

江
▽
松
川
勝
貴
▽
松
隈
悦
子
▽
松

重
真
紀
▽
松
田
淳
▽
松
田
聖
二
▽

松
田
里
加
▽
松
永
愛
▽
松
永
隆
▽

松
永
勉
▽
松
永
彰
裕
▽
松
永
十
四

男
▽
松
永
只
満
▽
松
永
継
男
▽
松

永
扶
美
子
▽
松
永
正
志
▽
松
本
保

▽
松
本
一
郎
▽
松
本
加
代
▽
松
本

清
子
▽
松
本
久
美
子
▽
松
本
順
子

▽
松
本
多
佳
子
▽
松
本
登
紀
子
▽

松
本
久
子
▽
松
本
光
雄
▽
松
本
美

穂
▽
的
野
修
三
▽
丸
田
添
子
▽
丸

田
義
広
▽
丸
茂
さ
ち
ば
▽
三
木
和

則
▽
水
田
孝
子
▽
水
野
恵
理
子
▽

光
岡
欣
彌
▽
南
幸
代
▽
宮
﨑
明
日

香
▽
宮
田
▽
宮
田
実
▽
宮
本
美
智

子
▽
ミ
ュ
ー
ラ
ー
千
絵
理
▽
迎
篤

之
▽
迎
優
生
香
▽
迎
陽
子
▽
迎
良

子
、
松
﨑
宏
子
▽
牟
田
美
佐
子
▽
牟

田
八
重
子
▽
村
井
敏
夫
▽
村
上
恵

理
香
▽
村
上
京
子
▽
村
木
一
子
▽

村
田
経
理
▽
村
田
静
代
▽
村
田
み

つ
み
▽
村
田
美
穂
▽
村
橋
信
夫
▽

米
良
セ
ツ
子
▽
元
長
正
夫
▽
本
野

洋
子
▽
本
山
里
美
▽
本
山
眞
一
郎

▽
桃
田
弘
行
▽
森
誠
▽
森
正
毅
▽

森
美
由
紀
▽
森
義
憲
▽
森
勝
吉
▽

森
千
登
世
▽
森
下
悦
郎
▽
森
田
裕

輔
▽
森
永
信
子
▽
森
山
秀
雄
▽
諸

石
協
子
▽
諸
橋
は
る
な
▽
安
井
恵

美
子
▽
安
田
直
子
▽
安
永
和
子
▽

安
永
久
美
▽
安
永
扶
美
子
▽
安
見

正
則
▽
矢
動
丸
健
▽
柳
田
祐
三
▽

八
並
光
宏
▽
矢
野
清
子
▽
山
口
▽

山
口
明
裕
▽
山
口
幸
子
▽
山
口
佐

和
子
▽
山
口
ち
や
子
▽
山
口
つ
た

子
▽
山
口
な
お
み
▽
山
口
紀
彦
▽

山
口
英
男
▽
山
口
ヒ
ト
ミ
▽
山
口

文
秀
▽
山
口
美
代
子
▽
山
口
祐
子

▽
山
口
裕
司
▽
山
﨑
佳
奈
子
▽
山

﨑
順
博
▽
山
崎
伸
也
▽
山
﨑
龍
馬

▽
山
下
敦
子
▽
山
下
喜
久
雄
▽
山

下
紗
弥
▽
山
下
虎
男
▽
山
田
学
▽

山
田
瑞
穂
▽
山
根
慶
彰
▽
山
根
ゆ

か
り
▽
山
野
和
洋
▽
山
之
内
昭
子

▽
山
辺
重
子
▽
山
村
拓
也
▽
山
本

勇
▽
山
本
信
介
▽
山
本
大
輔
▽
山

本
真
由
美
▽
山
本
美
千
代
▽
女
共

成
産
業
▽
女
中
尾
地
建
▽
▽
湯
浅

薫
▽
横
田
ツ
ヤ
子
▽
吉
井
調
剤
薬

局
▽
吉
浦
誠
▽
吉
田
和
明
▽
吉
田

勝
彦
▽
吉
田
敏
雄
▽
吉
田
春
喜
▽

吉
田
美
紀
▽
吉
武
博
美
▽
吉
田
米

穀
女
▽
吉
冨
重
継
▽
吉
原
勝
見
▽

吉
松
亮
▽
吉
村
隆
治
▽
四
方
田
瑞

穂
▽
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
峯
屋
▽
蘭

朝
子
▽
李
立
禅
、
山
口
李
実
▽
黎
明

館
▽
ロ
イ
ヤ
ル
望
▽
老
人
保
健
施

設
コ
ス
モ
ス
▽
若
宮
靖
▽
綿
川
徹

▽
渡
辺
和
義
▽
N
I
N
E
P
E
A

C
E
▽
N
P
O
法
人
べ
る
す
・
お
う

ず
工
業
▽
N
P
O
法
人
子
ど
も
の

明
日
を
見
つ
め
る
会
つ
く
し
ん
ぼ

▽
T
a
n
a
k
a
K
a
z
u
h
i

r
o
▽
Y
C
佐
世
保
北
部
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
サ
ダ
マ
サ

冗
市
民
生
活
課

緯

・
1
1
1
1

24

06

小
学
生
の
と
き
、「
ハ
ナ
子
」
を
見
な
が
ら
一

生
懸
命
に
絵
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
大
会
。

休
み
の
日
、
父
に
肩
車
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
恐
る
恐
る
見
た
ラ
イ
オ
ン
。

絵
本
で
見
る
よ
り
迫
力
が
あ
っ
た
ク
マ
。

温
か
い
体
温
を
感
じ
て
い
と
お
し
く
思
っ
た

ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
…
。

皆
さ
ん
の
記
憶
の
中
に
残
る
動
植
物
園
の
思

い
出
は
、
ど
ん
な
も
の
で
す
か
?

昭
和

年
に
開
園
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

36

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
つ
く
っ
て
き

た
動
植
物
園
は
、
本
年
5
月
で

周
年
を
迎

50

え
ま
し
た
。

周
年
を
機
に
、
名
称
が「
佐
世
保
市
亜
熱
帯

50動
植
物
園
」
か
ら
新
た
に
「
西
海
国
立
公
園

九
十
九
島
動
植
物
園
」と
な
り
、
新
し
い
施
設

も
加
わ
っ
た
、
わ
た
し
た
ち
の
動
植
物
園
。

今
回
の
特
集
で
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た

年
を
振
り
返
り
、
今
後
の
取
り
組

50

み
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西
海
国
立
公
園

「
九
十
九
島
動
植
物
園
」
へ

開
園

周
年
記
念
特
集

50
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動
植
物
園
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
で
絵
を
描
く
少
女
（
昭
和

年
）

41



08

お
か
げ
さ
ま
で
開
園

周
年

50

昭
和

年
3
月
、
国
か
ら
西
海
国
立
公

30

園
の
指
定
を
受
け
た
本
市
は
、
公
園
内
に

西
九
州
初
の
動
植
物
園
の
建
設
を
計
画
し

ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に
植

物
園
と
動
物
園
を
併
設
し
、
市
民
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
、
動
植
物
に
対
す
る
親
し

み
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
学

習
や
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
園
の

目
的
で
し
た
。

石
岳
山
麓
は
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受

ろ
く

け
冬
場
で
も
比
較
的
温
暖
で
あ
る
た
め
、

亜
熱
帯
動
植
物
の
生
育
に
適
し
て
い
る
こ

と
や
、
九
十
九
島
を
一
望
で
き
景
観
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
の

場
所
へ
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
建
設

工
事
は
昭
和

年
4
月
に
着
工
。
一
億
二

33

千
万
円
を
か
け
て

年
3
月
に
完
成
し
、

36

5
月

日
に
「
佐
世
保
市
亜
熱
帯
動
植
物

25

園
」
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

平
成
に
入
る
と
一
時
は
入
場
者
数
が
減

り
閑
散
と
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

動
物
の
生
態
を
自
然
に
近
い
状
況
で
観
察

で
き
る
「
行
動
展
示
」
を
取
り
入
れ
た
り
、

動
物
と
来
園
者
が
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
を

動
植
物
に
関
心
を
抱
き
、
学
び
、
憩
え
る
場
所
に

昭
和年

32
年
4
月

33
年
3
月

36

5
月

年
5
月

37
年
5
月

40
年
4
月

41
年
2
月

42
年
7
月

42
年

月

46

12
年
7
月

47
年
8
月

47
年
5
月

50
年
52

年
53

年
54

年

月

57

12
年
7
月

59
年
3
月

61
年
2
月

61
年

月

62

11

平
成

3
年
3
月

亜
熱
帯
動
植
物
園
基
本
計
画
を
決
定

起
工

竣
工
。
建
設
費
約
一
億
二
千
万
円

開
園
（
年
間
入
園
者
数

万
4
千
人

26

を
記
録
）

香
川
県
の
動
物
園
か
ら
ト
ラ
の
子
ど

も
2
頭
来
園

秩
父
宮
妃
殿
下
が
ご
来
園
。
ワ
シ
ン

ト
ン
ヤ
シ
の
幼
木
を
記
念
植
樹

栽
培
温
室
増
築
工
事

シ
カ
舎
新
設
工
事

子
ゾ
ウ
「
岳
子
」
が
三
重
県
の
動
物

た
け

園
か
ら
来
園

子
ゾ
ウ
「
岳
子
」
病
死

子
ゾ
ウ「
ハ
ナ
子
」が
タ
イ
か
ら
来
園

密
出
国
時
に
保
護
さ
れ
た
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
来
園

負
傷
鳥
獣
受
け
入
れ
開
始

テ
ナ
ガ
ザ
ル
舎
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
舎
新
築

園
管
理
事
務
所
、
遊
具
舎
新
設

観
賞
温
室
、植
物
管
理
棟
、園
内
食
堂
、

動
物
病
院
新
設

ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
来
園

チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
シ
マ
ウ
マ
来
園

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
は
く
製
展
示

開
園

周
年
7
2
5
万
人
来
園
セ
レ

25

モ
ニ
ー
、
ア
ミ
メ
キ
リ
ン
2
頭
来
園

ベ
ネ
ッ
ト
ワ
ラ
ビ
ー
来
園

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
、ア
ラ
イ
グ
マ
来
園

ペ
ン
ギ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
舎
完
成

タイから園に来て間もないころのハナ子（推定3歳）。名前は公募で決まり、当時の広報紙では
「体重は260手と、大相撲名古屋場所で優勝した高見山より100手も多い」と紹介されています。
暑い夏も元気に過ごせるように、専用プールを作りました（昭和47年）

国
立
公
園
の
中
の
動
植
物
園

年
表
で
た
ど
る

年
の
歩
み

50

毎
週
末
行
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
で
、

徐
々
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
平
成
20

年
度
に
は
来
場
者
数
が
約

万
人
に
も
な

20

り
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
こ
と
し
で
開
園

周
年
を
迎
え
る

50

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
西
海
国
立
公
園
九
十
九
島
動
植
物
園
」

と
し
て
進
化
を
目
指
す

動
植
物
園
で
は
節
目
と
な
る

周
年
を

50

機
に
、
名
称
を
「
佐
世
保
市
亜
熱
帯
動
植
物

園
」（
愛
称
・
い
し
だ
け
動
植
物
園
）か
ら

「
西
海
国
立
公
園
九
十
九
島
動
植
物
園
」（
愛

称
募
集
中
）
に
変
更
し
ま
し
た
（
4
月
1
日

付
け
）。
こ
れ
は
九
十
九
島
水
族
館
と
一
体

と
な
っ
て
九
十
九
島
の
魅
力
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
自
然
豊
か
な
動

植
物
園
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら

い
、
県
外
か
ら
の
集
客
を
増
や
す
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、「
海
き
ら
ら
」
と
「
動
植
物
園
」
の

お
得
な
共
通
利
用
券
「
ニ
コ
割
チ
ケ
ッ
ト
」

の
販
売
を
始
め
る
な
ど
新
し
い
取
り
組
み

も
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
行
っ
て
み

た
い
」「
ま
た
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

開園25周年を記念し、東京都の多摩動物園からペアで
来たキリン。ゴールデンウイークには約2万8000人が
見物に訪れました（昭和62年）

長野県で保護されたニホンツキノワグマを
引き取り人工哺育しました（平成19年）

ほ
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3
年

月
11

8
年
4
月

8
年
9
月

9
年
5
月

年

月

10

10
年
3
月

11
年

月

11

11
年
1
月

16
年

月

18

10
年
2
月

19
年
4
月

20
年
8
月

20
年
4
月

22
年
3
月

22
年
7
月

22
年
4
月

23
年
5
月

23

開
園

周
年
記
念
式
典
。
レ
ッ
サ
ー

30

パ
ン
ダ
来
園
（
年
間
来
園
者
数

万
23

4
千
人
を
記
録
）

水
再
生
処
理
施
設
、
コ
ン
ポ
ス
ト
シ

ス
テ
ム
稼
動

ア
ル
ダ
ブ
ラ
ゾ
ウ
ガ
メ
来
園

動
植
物
園
応
援
隊「
サ
ザ
ン
ボ
ス
」結
成

バ
ラ
園
改
修
、園
路
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

福
祉
施
設
で
「
移
動
動
物
園
」
開
催

ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
来
園

負
傷
鳥
獣
保
護
施
設
「
レ
ス
キ
ュ
ー

セ
ン
タ
ー
」
完
成

学
習
ホ
ー
ル
竣
工

日
本
植
物
園
協
会
か
ら
「
生
物
多
様

性
保
全
拠
点
園
」
の
指
定
を
受
け
る

長
野
県
で
発
見
さ
れ
た
二
ホ
ン
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
2
頭
保
護

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
「
Z
O
O
と
パ
ス

ズ
ー

ポ
」
発
売
開
始

「
夜
の
動
植
物
園
」
開
催

ふ
れ
あ
い
体
験
広
場
完
成

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
オ
ス
2
匹
を
対

馬
市
か
ら
、
メ
ス
2
匹
を
福
岡
市
か

ら
受
け
入
れ
、
県
内
初
の
飼
育
下
繁

殖
事
業
に
取
り
組
む

長
崎
県
固
有
の
馬
・
対
州
馬
来
園

た
い
し
ゆ
う

来
園
者
数
一
千
万
人
突
破

園
名
を
「
西
海
国
立
公
園
九
十
九
島

動
植
物
園
」
に
変
更
。
ツ
シ
マ
ヤ
マ

ネ
コ
舎
完
成
。「
モ
ン
キ
ー
ゾ
ー

ン
」
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ

ル
展
示
舎
完
成

動
植
物
園
開
園

周
年

50

昨
年
か
ら
県
内
初
と
な
る
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
繁

殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す



昭
和

年
、
福
岡
市
動
物
園
へ
就
職
し
、
飼
育
員
と
し

35

て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
半
年
も
経
た

な
い
う
ち
に
、
園
長
か
ら
「
今
度
、
佐
世
保
に
動
植
物
園

が
開
園
す
る
か
ら
、
行
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た

ん
で
す
。
飼
育
の
知
識
も
経
験
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
で
、
わ
ず
か
な
時
間
で
佐
世
保
に
展
示
さ
れ
る
動
物

の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。
福
岡
か
ら
佐
世
保
へ
ラ
イ

オ
ン
2
頭
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
開
園
2
日
前
に
佐
世
保
に
来
た
ん
で

す
よ
。

開
園
か
ら
数
年
間
、
飼
育
員
は
わ
た
し
を
含
め
2
人

だ
け
で
し
た
。
2
人
と
も
知
識
も
経
験
も
ほ
と
ん
ど
な

い
。
獣
医
師
も
い
な
い
。
新
し
い
動
物
が
次
々
に
入
っ

て
き
て
、
飼
育
方
法
や
獣
舎
の
管
理
な
ど
す
べ
て
が
手

探
り
の
状
態
で
し
た
。
や
っ
て
は
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
…

そ
の
繰
り
返
し
で
、
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
。
当
時
は

資
料
も
少
な
く
、
本
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
調
べ
た
り
、
ほ

か
の
動
物
園
に
尋
ね
た
り
し
ま
し
た
。

昭
和

年
、
佐
世
保
に
ゾ
ウ
が
来
る
こ
と
が
決
ま
り

42

ま
し
た
。
動
物
の
飼
育
で
は
ゾ
ウ
が
一
番
難
し
い
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
飼
料
の
草
を
た
く
さ
ん
刈
っ
て
待
っ

て
い
た
ら
、
や
っ
て
き
た
の
は
何
と
子
ゾ
ウ
だ
っ
た
ん

で
す
。「
岳
子
」
と
名
付
け
ま
し
た
が
、
岳
子
は
鳴
く
ば

た
け

か
り
で
何
も
食
べ
な
い
。
牛
乳
を
与
え
て
も
飲
ま
な
い
。

ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
だ
末
、
豆
乳
を
与
え
て
み
よ
う
と

思
い
付
き
ま
し
た
。
子
ゾ
ウ
と
言
っ
て
も
体
重
は
1
0

0
手
近
く
あ
る
の
で
、
飲
ま
せ
方
を
い
ろ
い
ろ
試
し
た

結
果
、
豆
乳
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
点
滴
な
ど
に
使
う

チ
ュ
ー
ブ
を
く
わ
え
さ
せ
た
ら
、
そ
れ
で
吸
っ
て
飲
ん

で
く
れ
た
。
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
ね
。

岳
子
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
園
で
一
番
の
人
気

者
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
入
園
か
ら
4
年
た
っ
た

あ
る
日
の
朝
、
岳
子
は
元
気
が
な
く
な
り
、
そ
の
日
の
う

ち
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
肺
炎
に
か
か
っ
て
い
た

ん
で
す
。
そ
れ
に
気
付
か
ず
、
十
分
な
治
療
が
で
き
な

か
っ
た
。
元
気
に
走
り
回
っ
て
い
た
姿
を
も
う
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
思
う
と
、
と
て
も
悲
し
く
て
、
そ
の
と

き
初
め
て
「
飼
育
員
を
辞
め
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
園
で
は
す
ぐ
に
次
の
ゾ
ウ
を
入
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
約
半

年
後
、
今
の
「
ハ
ナ
子
」
が
園
に
や
っ
て
き
た
ん
で
す
。

10

「
生
か
さ
ん
ば
い
け
ん
」
の

思
い
で
奮
闘
し
た
日
々

元
市
亜
熱
帯
動
植
物
園
飼
育
員

河
野
英
夫
さ
ん

こ
う

の

福
岡
市
動
物
園
か
ら

ラ
イ
オ
ン
と
一
緒
に
佐
世
保
へ

飼
育
も
獣
舎
管
理
も
す
べ
て
手
探
り

子
ゾ
ウ
が
や
っ
て
来
た
！

奮
闘
す
る
日
々
と
悲
し
い
別
れ

開
園
時
か
ら

年
間
を
振
り
返
っ
て

38

園内を走り、子どもたちに大人気だった豆電車「こだま」（昭和37年）

あ
の
と
き
の

こ
の
1
枚

ハ
ナ
子
は
子
ゾ
ウ
の
と
き
に
タ
イ
か
ら
来
ま
し
た
が
、

岳
子
の
飼
育
で
得
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
飼
育
は

順
調
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
ナ
子
も
5
年
く
ら
い
た
っ
た
と
き
、
岳

子
と
同
じ
病
気
に
か
か
り
、
体
が
麻
痺
し
て
餌
が
食
べ

ま

ひ

ら
れ
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。
わ
た
し
は
二
度
と
悲
し
い

思
い
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
1
カ
月
ほ
ど
園
に
泊

り
込
ん
で
必
死
に
看
病
し
、
病
歴
の
経
過
を
ノ
ー
ト
に

細
か
く
記
録
し
て
観
察
を
続
け
ま
し
た
。
嘱
託
獣
医
師

の
懇
切
丁
寧
な
治
療
を
受
け
、
薬
が
効
き
、
そ
し
て
何
よ

り
ハ
ナ
子
の
強
い
生
命
力
で
無
事
回
復
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
も
ハ
ナ
子
は
、
毎
朝
わ
た
し
が
獣
舎
に
来

る
の
を
待
っ
て
い
て
、「
お
ー
い
、
お
は
よ
う
」
と
声
を

掛
け
て
近
づ
く
と
、
涙
を
ポ
ロ
ッ
と
流
す
ん
で
す
。
園

内
の
ど
こ
か
で
わ
た
し
の
声
が
聞
こ
え
れ
ば
、
そ
の
方

向
を
向
い
て
待
っ
て
い
た
り
、
わ
た
し
が
獣
舎
に
来
る

と
き
の
時
間
や
足
音
を
覚
え
て
待
っ
て
い
た
り
。
わ
た

し
も
そ
ん
な
ハ
ナ
子
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
心
が
通
じ
合
っ
て
い
た
ん

で
す
。
ハ
ナ
子
と
は
家
族
同
然
に
向
き
合
い
、
精
魂
込

め
て
飼
育
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
ゾ
ウ
以
外
に
も
、
ラ
イ
オ
ン
や
ク
マ
、
ヘ
ビ

な
ど
た
く
さ
ん
の
動
物
を
飼
育
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
苦
労
や
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
動
物
を
「
生
か
さ

ん
ば
い
け
ん
」と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
で
す
。
自
分
が

努
力
し
て
動
物
を
良
い
状
態
に
飼
育
す
れ
ば
、
市
民
は

喜
ぶ
し
、
市
の
た
め
に
も
な
る
し
、
自
分
も
嬉
し
い
し
。

飼
育
の
仕
事
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
と
に
か
く
動

物
を
一
生
懸
命
管
理
し
、
常
に
観
察
し
、
把
握
し
て
お
く

こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
ら
動
物
は
応
え
て
く
れ
て
、
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
良
い
関

係
を
築
い
て
い
く
。
自
分
が
や
れ
ば
や
る
だ
け
「
や
り

が
い
」
が
出
て
く
る
仕
事
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
飼
育
の

知
識
も
経
験
も
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
た
し
が
、

定
年
ま
で

年
間
も
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ん

38

だ
と
思
い
ま
す
。
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ハ
ナ
子
は
死
な
せ
な
い
！

必
死
の
看
病

通
じ
合
う
心

と
に
か
く
一
生
懸
命
や
る

あ
と
は
動
物
が
教
え
て
く
れ
る

スケッチ大会で家族と一緒に絵を描く少女（昭和
41年）

飼育員時代の河野さんとハナ子

分刻みで記録されたハナ子の病歴の経過

人工哺育したライオンと触れ合いタイム
（昭和58年）

建設途中の動植物園（昭和34年）

福岡から来た元同僚たちと一緒に子グマを
囲む河野さん（左から2番目）
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4月に待望の「ツシマヤマネコ展示舎」
が完成しました。写真は市民に初め
て公開したオスの「たから」で、少し
緊張気味の様子です。（体調管理のた
め、時間を限定して公開しています）

ニホンザルの展示施設（ビューイングシェルター）が、4月3日に完成
しました。吊りロープなどの遊具を使って飛び跳ねたり、水辺で遊
んだりするサルたちのいろいろな動きを間近で見ることができます。

園内にはドーム型の観賞温室をはじ
め、至るところに植物を植栽してい
ます。特にバラ園では150品種800株
のバラを栽培しており、開花シーズ
ンの春と秋には、園内がバラの香り
に包まれます。

「ふれあい体験広場」では、小動物と
のふれあいや長崎県の固有種である
対州馬の乗馬、ヤギやヒツジへの餌
やりが体験できます。（毎週土・日曜、
祝日開催）

普段は入ることができないゾウやライオンの獣舎に入る「猛獣探検
隊」は子どもにも大人にも大人気です。
毎週土・日曜、祝日11:00～11:30（先着20人、1人200円）

皆さんのご来園をお待ちしています!

す
べ
て
の
生
き
物
は
「
食
物
連
鎖
」
と

い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
で
、
生
き
る
た
め

に
餌
を
捕
っ
た
り
、
敵
か
ら
身
を
守
っ
た

り
し
な
が
ら
懸
命
に
生
き
て
い
ま
す
。
当

然
、
わ
た
し
た
ち
人
間
も
ほ
か
の
生
き
物

た
ち
の
命
の
上
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
植
物
の
展
示
を
通
し
て
、
人
間
の
命

が
植
物
や
動
物
の
命
と
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
＝「
絆
」を
伝
え
て
い
く
こ
と

き
ず
な

は
、
動
植
物
園
が
担
う
重
要
な
使
命
の
一

つ
で
す
。
そ
の
使
命
を
果
た
し
続
け
て
い

く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
と
し
7
月
に
は
、
九
州
初
の
巨
大
雲

て
い
が
目
を
引
く
新
し
い
モ
ン
キ
ー
ゾ
ー

ン
の
全
面
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成

年
に
は
、
新
し
い
ペ
ン
ギ

25

ン
館
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

ま
た
、
お
客
さ
ま
に
も
っ
と
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
「
ふ

れ
あ
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
来
園
の
際
は
、
ぜ
ひ
、
わ
た
し
を
は

じ
め
ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
し
か
知
ら
な
い
動
植

物
の
ヒ
ミ
ツ
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の

年
に
向
け
、
多
く
の
人
に
「
ま

50

た
行
き
た
い
！
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、

そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
愛
さ
れ
る
動

植
物
園
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご
来
園

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

西
海
国
立
公
園
九
十
九
島
動
植
物
園

園
長

野
村

成
人

し
げ

と

も
っ
と
も
っ
と
愛
さ
れ
る

動
植
物
園
を
目
指
し
て

PU
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冗九十九島動植物園 緯28-0011

開 園 50周 年 記 念

大 感 謝 祭
5月21日賞～31日証

虚開園当時の料金を再現!
高校生以上400円子60円
小・中学生100円子30円
※団体割引はありません。

許オリジナルグッズをプレゼント!
期間中にアンケートにお答えいただい
た人の中から抽選で50人にオリジナル
グッズが当たります！

距花苗などの詰め放題を実施!
1人500円 ※花苗がなくなり次第終了。

鋸50周年記念プレゼント!
開園記念日である5月25日詔に来園され
た先着50人に記念品をプレゼントします。

▼

入園料

60円

※イベント内容などは次号以降に随時お知らせします。

園内リニューアル第1弾
ツシマヤマネコ展示舎、モンキーゾーン（雲てい
部分除く）、ヘビ展示舎がオープン
春のローズフェスティバル（5月7日～29日）
開園50周年大感謝祭（5月21日～31日）
両生類・爬虫類展（6月11日～26日）
園内リニューアル第2弾
モンキーゾーン（雲てい部分）オープン
開園50周年記念式典

4月

5月

6月
7月

4月から7月までの主なイベント
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市
政
振
興
功
労

市
政
の
振
興
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕

著
な
も
の

宮
田
安
猶
（
鹿
町
町
大
屋
）

地
方
自
治
功
労

引
き
続
き
又
は
通
算
し
て

年
以
上
、市

10

議
会
議
員
又
は
執
行
機
関
の
委
員
の
職

に
あ
る
も
の

山
下
隆
良
（
桜
木
町
）

永
山
正
幸
（
吉
岡
町
）

産
業
経
済
功
労

産
業
の
開
発
及
び
振
興
に
貢
献
し
、そ
の

功
績
が
顕
著
な
も
の

前
田
一
彦
（
天
神
町
）

本
田
克
彦
（
棚
方
町
）

田
平
敏
昭
（
天
神
5
丁
目
）

故
金
氏
一
郎
（
三
川
内
町
）

福
留
武
親
（
早
岐
2
丁
目
）

山
下
純
夫
（
大
宮
町
）

教
育
文
化
功
労

教
育
、学
術
及
び
体
育
等
そ
の
他
文
化
の
振

興
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

相
原
康
平
（
鹿
町
町
鹿
町
）

羽
辺
健
（
比
良
町
）

福
田
了
介
（
赤
崎
町
）

髙
山
寿
（
城
山
町
）

宮
原
公
平
（
花
高
3
丁
目
）

大
音
涼
子
（
瀬
戸
越
2
丁
目
）

友
廣
良
二
（
江
迎
町
赤
坂
）

北
正
勝
（
江
迎
町
田
ノ
元
）

山
本
重
治
（
春
日
町
）

関
屋
正
和
（
神
島
町
）

梅
田
直
代
（
日
宇
町
）

神
吉
裕
司
（
瀬
戸
越
１
丁
目
）

山
﨑
二
郎
（
本
島
町
）

古
賀
新
二
（
黒
髪
町
）

岡
田
甲
子
男
（
東
京
都
大
田
区
）

近
藤
正
人
（
今
福
町
）

古
賀
幸
夫
（
花
高
2
丁
目
）

社
会
事
業
功
労

社
会
事
業
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕
著

な
も
の

三
塩
紀
子
（
福
田
町
）

井
正
寛
（
赤
崎
町
）

松
本
経
瑞
（
大
塔
町
）

馬
込
光
子
（
黒
島
町
）

大
村
ユ
キ
子
（
鹿
町
町
長
串
）

民
生
功
労

民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕

著
な
も
の

泉
勇
雄
（
早
岐
2
丁
目
）

橋
本
傳
三
（
広
田
2
丁
目
）

一
ノ
瀬
清
一
（
野
中
町
）

石
丸
光
正
（
木
原
町
）

山
田
勇
（
瀬
戸
越
2
丁
目
）

本
恒
雄
（
俵
町
）

山
浦
靜
馬
（
春
日
町
）

福
田
元
司
（
江
永
町
）

中
倉
忠
男
（
世
知
原
町
北
川
内
）

古
賀
久
生
（
大
黒
町
）

下
津
浦
司
（
天
神
2
丁
目
）

宮
﨑
惠
子
（
戸
尾
町
）

樋
口
裕
史
（
原
分
町
）

古
賀
敦
子
（
金
比
良
町
）

吉
福
萬
千
百
（
赤
木
町
）

永
渕
武
利
（
小
島
町
）

田
島
ミ
ド
リ
（
瀬
戸
越
4
丁
目
）

古
川
テ
ル
ノ
（
比
良
町
）

平
井
秀
子
（
椎
木
町
）

白
附
憲
昭
（
常
盤
町
）

中
島
孝
子
（
保
立
町
）

出
口
フ
ク
江
（
早
苗
町
）

安
部
久
美
子
（
大
黒
町
）

小
林
直
子
（
折
橋
町
）

矢
島
百
合
（
吉
岡
町
）

秋
葉
美
惠
子
（
江
迎
町
猪
調
）

野
田
俊
昭
（
吉
岡
町
）

大
河
平
和
子
（
大
潟
町
）

山
田
信
弘
（
庵
浦
町
）

福
田
修
身
（
吉
岡
町
）

吉
永
良
子
（
江
迎
町
志
戸
氏
）

佐
藤
智
代
（
相
浦
町
）

相
川
清
（
重
尾
町
）

辻
美
代
子
（
天
満
町
）

桑
原
俊
子
（
母
ヶ
浦
町
）

松
田
雅
敏
（
小
佐
々
町
西
川
内
）

初
瀬
し
ず
子
（
八
幡
町
）

田
代
サ
チ
子
（
世
知
原
町
岩
谷
口
）

富
永
定
利
（
早
岐
1
丁
目
）

山
本
淳
秀
（
木
宮
町
）

白
石
洋
（
矢
岳
町
）

山
中
淳
子
（
神
島
町
）

柴
山
衛
（
江
迎
町
猪
調
）

永
山
正
幸
（
吉
岡
町
）

原
田
一
彌
（
田
原
町
）

川
元
障
（
日
宇
町
）

坂
口
幸
男
（
瀬
戸
越
4
丁
目
）

藤
野
二
三
（
吉
井
町
田
原
）

上
野
敏
幸
（
陣
の
内
町
）

川
尻
邦
夫
（
松
原
町
）

但
馬
隆
（
今
福
町
）

片
渕
雅
夫
（
大
和
町
）

濵
田
辰
美
（
上
本
山
町
）

久
保
山
愿
（
比
良
町
）

吉
本
勝
一
（
権
常
寺
町
）

末
竹
健
次
（
船
越
町
）

梅
村
岩
男
（
原
分
町
）

吉
永
寅
之
助
（
権
常
寺
町
）

小
野
義
久
（
鹿
子
前
町
）

北
野
富
廣
（
鵜
渡
越
町
）

田
村
廣
太
（
柚
木
町
）

畑
中
幹
夫
（
俵
町
）

田
中
俊
實
（
江
上
町
）

中
村
明
満
（
若
葉
町
）

相
川
和
嬉
（
重
尾
町
）

古
賀
三
郎
（
長
畑
町
）

出
口
勉
（
も
み
じ
が
丘
町
）

保
健
衛
生
功
労

保
健
衛
生
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕
著

な
も
の

外
尾
明
利
（
黒
髪
町
）

溝
口
大
輔
（
大
黒
町
）

大
石
信
美
（
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
）

南
博
（
天
神
5
丁
目
）

市
制
施
行
1
0
9
周
年
を
迎
え
た
4
月
1
日
、
本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
市
政
に
功
労
が
あ
っ
た
1
2
2
人
と

団
体
を
表
彰
し
ま

11

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
政
功
労
者
表
彰

表彰状を受け取る市政功労者（上、中）
被表彰者を代表し、謝辞を述べる
前田一彦さん（下）

佐世保市文化スポーツ特別表彰
3月30日、市では文化・スポーツの分野で、平成22年度に功績が顕著で
あった26人、1団体を市役所で表彰しました。受賞された皆さん、おめで
とうございます。

15

久
保
忠
利
（
早
岐
１
丁
目
）

野
口
哲
治
（
御
船
町
）

神
戸
一
明
（
大
潟
町
）

樽
美
哲
生
（
早
岐
１
丁
目
）

塩
田
勝
徳
（
広
田
町
）

立
石
徹
（
日
宇
町
）

川
原
利
春
（
重
尾
町
）

千
北
克
則
（
赤
崎
町
）

徳
富
敏
信
（
栄
町
）

寄
附
功
労

公
益
の
た
め
私
財
を
寄
附
し
、そ
の
功
績

が
顕
著
な
も
の

濵
田
憲
治
（
福
岡
市
中
央
区
）

中
里
正
人
（
日
宇
町
）

馬
場
忍
（
小
島
町
）

森
山
雅
子
（
松
山
町
）

椎

き
ぬ
ゑ
（
早
苗
町
）

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
長
崎
支

社
（
長
崎
市
興
善
町
）

津
軽
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

（
青
森
県
平
川
市
）

吉
田
海
運
株
式
会
社
（
三
浦
町
）

ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
リ
ー
ス
株
式
会

社
（
三
浦
町
）

な
が
さ
き
西
海
農
業
協
同
組
合

（
吉
井
町
立
石
）

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

長
崎
県
本
部
（
長
崎
市
出
島
町
）

社
団
法
人
長
崎
県
L
P
ガ
ス
協
会

（
長
崎
市
中
町
）

治
安
功
労

治
安
の
維
持
、人
命
救
助
等
に
て
い
身
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

藤
本
武
士
（
東
浜
町
）

山
田
豊
宏
（
皆
瀬
町
）

赤
瀬
誠
治
（
権
常
寺
町
）

今
西
博
行
（
日
野
町
）

勤
労
功
労

永
年
に
わ
た
り
勤
労
に
励
み
、他
の
模
範

と
な
る
も
の

柴
田
啓
子
（
花
高
2
丁
目
）

久
田
美
穂
子
（
大
野
町
）

善
行
功
労

市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
者

糸
山
光
紀
（
東
浜
町
）

N
T
T
事
O
B
佐
世
保
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
生
会
（
稲
荷
町
）

赤
崎
町
1
組
公
民
館
食
事
サ
ー

ビ
ス
（
赤
崎
町
）

大
宮
町
1
組
食
事
サ
ー
ビ
ス

（
大
宮
町
）

宮
ひ
ま
わ
り
会
（
南
風
崎
町
）

※
敬
称
略
、
順
不
同
。

冗
秘
書
課

緯

・
1
1
1
1
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暫竹内翔祐（佐世保北高2年）
①2010青少年航空宇宙絵画国際コ
ンテスト14歳～17歳クラス優秀賞
（日本代表）②第9回未成年者飲酒
防止ポスター・スローガン学校賞
ポスター部門：高校生最優秀賞③
第26回防災ポスターコンクール中
学生・高校生部門防災担当大臣賞

暫手柴達人（佐世保工業高3年）
第10回高校生ものづくりコンテス
ト全国大会電気工事部門優勝

暫立石京（崎辺中2年）
たのしい子育て全国キャンペーン
～親子で話そう 家庭のきずな
我が家のルール～三行詩・中学生
の部文部科学大臣賞

暫新里夏海（吉井中3年）、田中瑞稀
（柚木中3年）
JOCジュニアオリンピックカップ
第24回全国都道府県対抗中学バ
レーボール大会優勝

暫茨木元輝、小田忠志、立石拓海、豊
福要人（以上、大野中3年）
第19回JOCジュニアオリンピック
カップハンドボール2010大会優勝

暫豊本翔貴（日宇中1年）
第10回全日本中学生男女ソフト
ボール大会優勝

暫栁谷祐貴子（九州文化学園高3年）
①第8回アジアユース女子バレーボー
ル選手権大会優勝②第15回アジア
ジュニア女子バレーボール選手権
大会3位

暫ダンコ絵里香リン（聖和女子学院高
2年）
2010全日本ジュニア体操競技選手
権大会女子種目別・跳馬・1位

暫松延祐里（長崎明誠高3年）
①平成22年度全国高等学校総合体
育大会柔道女子70手級優勝②2010
年世界ジュニア柔道選手権大会女
子70手級3位③クリスマス杯第27
回ジュニア国際大会70手級優勝④
ベルギー国際大会シニア女子70手
級ベスト8

暫緒方美菜子、松下美稀（以上、九州
文化学園高3年）、石塚心理、川内彩加、
柏木愛美（以上、向陽高2年）
第65回国民体育大会ソフトボール
少年女子優勝

暫前田一誠（筑波大1年）
第15回バレーボールアジアジュニア
男子選手権大会2010優勝

暫山下将宏（佐世保工業高専5年）
第45回全国高等専門学校体育大会
陸上競技男子5000杓優勝

暫西村義貴（近畿大4年）
①第8回世界学生アーチェリー選手
権大会男子個人9位、男子団体優勝、
ミックス2位②2010年ワールドカッ
プ・アンタルヤ大会団体3位（日本新
記録）

暫永野健（パナソニックパンサーズ）
第16回アジア競技大会男子バレー
ボール競技優勝

暫下釜信浩（佐世保南高教諭）、服部
弘武（川棚中講師）
平成22年度全日本6人制バレー
ボールクラブカップ男子選手権大
会優勝

暫初瀬勇輔（サンクステンプ叙）
広州2010アジアパラ競技大会柔道
男子90手級優勝

暫森長三
①第7回世界トレイル・オリエンテー
リング選手権大会パラリンピック
クラス43位②トレイル・オリエン
テーリングヨーロッパ選手権大会
44位

暫佐世保工業高専女子バレーボール部
第45回全国高等専門学校体育大会
バレーボール競技女子の部優勝

※敬称略、順不同。
学年等は3月30日現在。

冗秘書課 緯24-1111
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市政通信

平成22年国勢調査の集計結果（速報値）

昨年10月1日現在で実施した平
成22年国勢調査の集計速報が総
務省統計局から発表されました。
今回の調査は、旧北松浦郡4町

（宇久、小佐々、江迎、鹿町の各
地域）と合併して初めての調査と
なりました。
調査結果

人 口 261,146人 （前回調査時 248,041人）
世帯数 104,638世帯 （前回調査時 96,048世帯）

概要

前回調査（平成17年10月1日基準）と比較すると、4町
との合併を経ていることなどから、佐世保市として
は人口、世帯数ともに増加しています。
旧4町を含む現在の佐世保市域として比較した場合、
人口は減少、世帯数は増加しています。
※結果の詳細は、今後本紙でお知らせします。

冗政策経営課 緯24-1111

これからの環境行政へご意見を

市環境政策審議会の市民委員を募集

環境問題について、行政関係者や専門家などと意見
交換を行い、環境政策の立案に取り組む同審議会の市
民委員を募集します。
対 象 本市在住の20歳以上の人で、年5～10回程

度の会議（平日2時間程度）に参加できる人
募集人数 2人 ※選考あり
応募方法 「これからの環境行政についてわたしが思う

こと」を800字程度にまとめ、応募理由と住
所、氏名、性別、生年月日、電話番号を書い
て郵送（〒857-0851、稲荷町1-8）かEメール
（kansei@city.sasebo.lg.jp）、ファクス（34-
4477）、持参のいずれかで環境政策課へ

募集期間 5月2日（月）～20日（金） ※当日消印有効。
報 酬 本年度は会議1回につき8,800円
任 期 6月～平成25年5月（2年間）

冗環境政策課 緯31-6520

3月定例市議会で可決された主な議案

2月25日（金）から3月18日（金）に開催された3月定例
市議会で可決・承認された57議案の中から、主な議案
の内容についてお知らせします（平成23年度施政方針、
一般会計予算については本紙4月号に掲載しています）。
佐世保市烏帽子岳高原リゾートスポーツの里設置条例

の一部改正の件

烏帽子岳高原リゾートスポーツの里にドッグランを
設置し、8月1日から供用開始するもの

冗公園緑地課 緯24-1111

佐世保市亜熱帯動植物園条例の一部改正の件

開園50周年を迎える動植物園について、観光施設と
しての位置付けを追加し、名称を「西海国立公園九十
九島動植物園」に変更するもの

冗企業立地・観光物産振興局 緯24-1111

4月1日から変わりました

市役所組織の再編

業務の見直しなどにより、市役所の組織が次のとお
り変わりました。
新設・廃止

国体推進室（準部）の新設

平成26年秋に開催される「長崎がんばらんば国
体」の開催準備と運営をより円滑かつ効率的に推
進するために新設しました。
住所 天神5丁目502番地（教育センター跡）
電話 76-7103 ファクス 76-7104

高砂街区再整備室の廃止

高砂街区再整備事業（市役所周辺の再整備事業）が
終了したため廃止します。

再編

子ども支援課子手当給付係、保育幼稚園係の新設

手当給付係（子ども手当、児童手当、児童扶養手࢑
当、福祉医療などに関すること）

、保育幼稚園係（保育所、幼稚園、認定子ども園࢑
児童福祉などに関すること）

環境保全課子環境指導係、環境計画係の新設

環境指導係（環境保全に関する調査、指導など）࢑
環境計画係（環境事業の企画、調整など）࢑

冗行財政改革推進局 緯24-1111
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茶摘みのつどい世知原茶ーリズム
ちやー

～茶摘み＆My茶作り体験～

時̝5月14日賞10時（雨天中止）
場̝板山公園、板山茶園周辺（世知原町
上野原）

内̝①1日体験：茶摘み、茶園散策、茶
工場見学、お茶作り（昼食・お土産あ
り。15時まで）②半日体験：茶摘み、
茶園散策、茶工場見学（12時まで）

料̝①高校生以上1,800円、小・中学生
800円②高校生以上500円、小・中学
生300円 ※未就学児は無料（保護
者の同伴が必要）。

定̝①30人（応募多数の場合は抽選）
申̝電話、ファクス 〆̝①5月11日②前日
問̝ 世知原グリーンツーリズム推進協
議会 緯73-3636 FAX73-3637

世知原新茶まつり「じげもん市」
世知原茶をはじめ、新鮮な農産物や加
工品、近隣地域の海産物を販売。恒例
の「じげもん鍋」の振る舞いもあります。
時̝5月28日賞、29日裳9時
場̝世知原交流広場（山暖簾入り口）

問̝世知原じげもん市振興会事務局
緯73-3636

早岐茶市
400有余年の歴史がある、本市を代表
する伝統行事。お茶や海産物など約
400軒の出店が海岸通りに並びます。
時̝ 初市5月7日賞～9
日訟、中市5月17
日証～19日詳、後
市5月27日象～29
日裳、梅市6月7日
証～9日詳

場̝早岐瀬戸周辺
問̝早岐商工振興会 緯38-1503

隠居岳で自然歩道を散策しませんか。
6月初旬には頂上付近で原生ヤマツツ
ジが堪能できます。中継地点のウォー
カーズパークには「隠居の森遊歩館」
をはじめ、展望台、炊事棟などがあり、
自由に利用できます。
【隠居の森遊歩館】（休憩施設）
時̝土・日曜、祝日（年末年始を除く）、
春休み、夏休み9時～17時 ※10月
～5月は16時まで

料̝無料
問̝公園緑地課
緯24-1111

ウォーカーズパークのご利用を

運河の両岸全長1州におよぶバラのカー
テン「バラの運河」、アートと一体化した
バラが咲き誇る広大な庭「アートガーデ
ン」など、美しいバラの季節を迎えたハ
ウステンボスにお出掛けください。
時̝4月29日象蕉～6月12日裳

バラスペシャルウイーク
～100万本のバラの花～

時̝5月14日賞～29日裳

内̝ ガーデニングワールドカップ2011の
国内予選、ローズペイザージュ国際バ
ラコンクール最終審査発表、新品種初
公開、著名なバラの育種家の来日など

ハウステンボス 花の王国第2章 バラ祭

問̝ハウステンボス総合案内センター 緯27-0001

緯42-1111

摘み、新茶、茶市！5月はお茶にちなんだイベントに出かけませんか？

第44回佐世保市民展
時̝5月11日詔～15日裳10時～17時30分（15日は16時まで）
場̝島瀬美術センター 内̝市民から公募した作品を展示
料̝一般100円、75歳以上・中学生以下は無料
問̝社会教育課 緯24-1111

さつき展示会
時̝5月22日裳～29日裳 場̝松浦公園
内̝さつきの展示、実技講習会（13時）
問̝長崎県県北皐月会会長・太田猛さん 緯33-7323

デンタルフェスティバル
時̝6月5日裳11時～15時 場̝島瀬公園（図画・ポスター展子6月1
日詔～5日裳まで、島瀬美術センター）̝内お口の健康相談など
問̝健康づくり課 緯24-1111

新日本フィルハーモニー交響楽団
時̝6月26日裳19時開演 場̝大ホール 内̝ベートーヴェンの交響
曲第7番など（指揮：ダニエル・ハーディング）
料̝全席指定S席7,000円、A席5,500円、B席4,000円（学生各
席1,000円）

アルカスSASEBO「ジュニア管弦楽セミナー」受講生募集
時̝6月27日訟・28日証18時～20時、10月29日賞15時～19時、
30日裳10時～15時、平成24年3月10日賞15時～19時、11日裳

10時～15時（予定）
場̝リハーサル室、練習室ほか 内̝講師＝新日本フィルハーモ
ニー交響楽団の楽団員 対̝県内の小学4年～高校生の楽器経
験者（経験年数問わず）で、すべての練習日に参加できる人
料̝1日1,000円 〆̝5月31日証

可ハウステンボス/J-13826



施設だより
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煙九十九島動植物園（旧称：亜熱帯動植物園）

〒857-1231 船越町2172 緯28-0011 開園時間=9時～17時15分 入園料＝小・中学生100円、高校生以上400円
※開園50周年を記念して、5月21日～31日は小・中学生30円、高校生以上60円で入園できます!（本紙13ページ参照）

春のバラフェスティバル

時̝5月7日賞～29日裳

内̝ バラ苗即売会子5月3日証蕉～5日詳

蕉、期間中の土・日曜
バラ園ガイドツアー子期間中の日曜
11時、14時（約30分）
クイズ、植物相談会、ハーブティー
サービスなど子11時～15時

バラ栽培講習会
時̝5月15日裳10時30分～12時
内̝病害虫管理、新苗の植え付け、
シュートの処理法など 料̝200円

定̝40人 申̝電話で同園へ ※手袋持参。

バードウオッチングの楽しみ方講座

時̝5月15日裳、22日裳13時～14時
内̝愛鳥週間にちなんで、バードウオッ
チングの方法や楽しみ方などの解説
を行います

料̝無料 定̝30人
※要予約。当日参加も可。少雨決行。

「庭木の手入れ」講習会
時̝6月5日裳10時30分～12時
内̝庭木の手入れについての講習会。生
垣の刈り込みなどの実習もあります
講師＝佐世保市造園建設業協同組合

料̝無料 定̝30人 申̝電話で同園へ

「ハーブコンテナを作ろう」講習会
時̝5月29日裳10時30分～12時
内̝香りの良いハーブティーを楽しめる
コンテナを作成します
講師＝八谷廣子さん

料̝2,000円 定̝30人 申̝電話で同園へ

「オランダスタイルフラワーアレンジ」
講習会

時̝5月22日裳10時30分～12時
内̝オランダスタイルのかわいいフラ
ワーアレンジを作成します
講師＝吉村舞さん

料̝3,500円 定̝30人 申̝電話で同園へ

九十九島動植物園の愛称募集 「あなたの夢をかなえます」
動植物園で実現したい夢を募集

動植物園開園50周年記念企画！

園名の変更に伴い、「西海国立公園九十九島動植物
園」にふさわしい愛称を募集します。
応募方法 園内に設置している応募用紙に記入し提出
してください。郵便（あて先は下部）、ファクス（28-
5099）、Eメール（doubut@city.sasebo.lg.jp）でも受
け付けます。①愛称（振り仮名）、②愛称を考えた理
由と、郵便番号、住所、氏名（振り仮名）、年齢、電
話番号を記入して送付してください。
締め切り 5月31日証必着
※愛称は7月に開催する50周年記念式典で発表します。
採用された人には、動植物園に1年間無料で入園で
きるパスポートや記念品を贈呈します。
（採用者多数の場合は抽選）

動植物園では、皆さんが日ごろから「やってみたい」
「見てみたい」などと願っている夢を募集し、実現のお
手伝いをします。このチャンスにぜひご応募ください。
応募方法 園内に設置している応募用紙に記入し、専
用ボックスに投函してください
締め切り 5月31日証必着
※応募者多数の場合は抽選となります。

昨
年
夏
、「
一
日
子
ど
も
園

長
」
に
就
任
し
、
ペ
ン
ギ
ン
に

餌
を
や
る
小
学
生

としょかんこどもまつり

時̝5月15日裳

内̝赤ちゃん向けおはなし会子10時30分
～11時、小さい子向けおはなし会子

11時～11時30分、ふれあい動物園子

12時～12時30分、「やんちゃ子ぐま
がやってきた！」の著者、あんずゆき
さんの講演会子13時～13時40分、上
映会子13時45分～15時15分

※駐車場が混雑しますので、自家用車

での来場はご遠慮ください。

今月のおすすめ図書

「こども文様ずかん」
もんよう

下中菜穂著（平凡社）
しもなか な ぼ

「季節がきちんと巡りますように」との
願いを込めて、わたしたちの祖先は自
然を大切にしてきました。春夏秋冬の
さまざまな文様には、その気持ちが表

われています。簡潔で美しいデザイン
の数々をお楽しみください。

「盤上のアルファ」
塩田武士著（講談社）
真田信繁、33歳。家なし、職なし、目
標プロ棋士…。熱い感動の物語です。
第5回小説現代長編新人賞受賞作品で、
将棋を知らなくても対局の緊張と興奮
が伝わり、その場にいるような臨場感
があります。

こどもひろば お楽しみ会

時̝5月14日賞、21日賞、28日賞、6月4
日賞11時30分、14時30分（約30分）

場̝「海きらら」こどもひろばあまもば
内̝読みがたりなど
料̝無料（「海きらら」の入館料が必要）

真珠の秘密に迫る！

時̝6月11日賞10時～12時30分
内̝養殖現場や、工場で作業を見学
対̝小学生以上（小学3年生以下は保護者
同伴、保護者も参加費が必要）

料̝300円 定̝20人（応募多数の場合抽選）
〆̝6月1日詔必着

漂着した海藻で染物体験
時̝6月26日裳13時～15時
対̝小学生以上（小学3年生以下は保護者
同伴、保護者も材料費が必要）

料̝300円（材料費）
定̝20人（応募多数の場合は抽選）
〆̝6月17日象必着

申̝参加者全員の氏名・年齢・性別、代
表者の住所と電話番号を明記し、往
復はがきかファクスで九十九島ビジ
ターセンター「真珠の秘密に迫る！」
係または「海藻染色」係まで

月と土星・春の星座を見よう
～土星・春の大曲線を観察しよう～

時̝5月21日賞19時～21時
内̝最新式の天体望遠鏡で観察します
定̝50人（中学生以下は保護者同伴）
料̝無料
申̝電話で同館へ

プラネタリウム
一般投影（約45分間）
時̝月・水・木・金曜 15時、16時
土曜 13時、15時、16時
日曜 10時、11時、13時、15時、16時

※土曜の10時、11時は学習投影（無料）
を行い、一般投影と内容が異なります。
内̝5月23日訟までは春、26日詳から夏
の一般番組を投影

料̝高校生以上300円、中学生以下150円
※30人以上の団体は割り引きあり。5月
25日詔は番組入れ替えのため休館。

ロボット教室
時̝6月中旬予定
内̝センサーで周りの様子を探知しなが
ら走るロボットカーを作り、パソコ
ンのプログラムで動きを制御します

対̝小学4年～中学3年生で、3日とも参
加できる人 料̝無料 定̝20人

申̝5月29日裳から電話か直接同館へ
※日時など、詳しくはお問い合わせく
ださい。
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〒857-0026 宮地町3-4 緯22-5618
開館時間=10時～18時（金曜は一般室、講座
室は20時まで） 休館日＝月曜、祝日（月曜の
場合は翌日も）、月末（月曜の場合は前日も）

煙市立図書館

煙少年科学館

九十九島ビジターセンター

〒858-0922 鹿子前町1055 緯28-7919 FAX28-7351 開館＝9時～18時（入館無料）

〒858-0922 鹿子前町1008 緯28-4187
「海きらら」開館=9時～18時、市民料金
=4歳～中学生500円、高校生以上990円

〒857-0031 保立町12-31（市総合教育セ
ンター内） 緯23-1517 ※駐車場あり。
開館時間=9時～17時
休館日＝火曜、祝日、5月6日象

煙西海パールシーリゾート



【登録資格】
畜犬登録済みで、1年以࢑
内に狂犬病予防接種を
受けていること

予防接種（各種ワクチン）࢑
を受けていること

【施設利用料】
1日1匹当たり300円（3000円の年間フリーパスも販売予定）

【開園日時】
水曜、土曜、日曜、祝日（年末年始を除く）
9時～18時（冬季は17時まで）
※ドッグラン専用の出入り口から、必ずリードをつないで入
場してください。

「ドッグラン」とは、犬を放して自
由に遊ばせることができる専用の広
場のことです。本市ではえぼし岳高
原リゾートスポーツの里（烏帽子町
128番地）内に「ドッグラン・えぼし」
を整備し、オープンは本年8月の予定
になっています。皆さんに安心して
利用していただけるよう、スタッフ
が常駐し必要に応じてアドバイスし
ますので、お気軽にご利用ください。
利用する際には、犬の登録（有料）と
施設利用料が必要となりますので、
ご注意ください。
冗公園緑地課 緯24-1111

˟8���8�8�（住ॴෆ要）
佐世保ࢢ໾ॴൿॻ՝޿報܎
&メール IJTIPL!DJUZ�TBTFCP�MH�KQ

市内に「ドッグラン」が整備されたと聞きました。いつから利用できるのか教えてください。

このページでは、市民の皆さんからの「お便り」「思い出の
1枚」などを紹介します。本紙への感想、佐世保市への思
いなど、たくさんの声をお寄せください。「思い出の1枚」
は、写真にまつわるお話と住所、氏名、電話番号を書いて
お送りください。「広報クイズ」も右記あてにどうぞ。

あて先
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ご質問

回答

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

※応募は1人1通。全問正解者の中から抽選します。紙面の都合上、
発表は発送をもって代えさせていただきます。

動植物園では節目となる50周年を機に、名称を
「佐世保市亜熱帯動植物園」から「西海国立公
園○○○○動植物園」に変更しました。

結核の初期症状は風邪とよく似ています。せ
きやたんが○週間以上続いたら、結核を疑って
早めに医療機関を受診してください。

地デジに便乗した詐欺が発生しています。地
デジの対応で国や市、放送事業者がお金を請求
することは○○○○○。

4月号の答え
①消防局 ②時旅 ③広場
3月号の応募状況
231通（正解202通・不正解28通・無効1通）
はがき185通・Eメール46通

応募方法

はがきまたはEメールに、①答え②住所③氏名④年齢⑤電話
番号⑥広報紙へのご意見を書いて、5月23日（月）までに（消
印有効）、広報係（あて先は上部）へお送りください。

※市政広報テレビ番組「みんなでつくるキラっ都させぼ」 3月放送分の答え=A・応募数=54通

問題3

問題2

問題1

ドッグラン・えぼし
（8月オープン）

「
九
十
九
島
動
植
物
園
招
待
券
」

を
ペ
ア
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組
に
!
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【出火原因：たばこ】

住宅内でたばこの不始末により出火。居住者は
就寝中だったが、警報音に気付き火煙を発見し、
避難することができた。

【出火原因：コンロ】

コンロの火を消し忘れたまま外出。現場付近を
通りかかった人が警報音に気付き通報した。早
期発見・通報により大事に至らずに済んだ。

【出火原因：たばこ】

住宅内でたばこの不始末により出火。1階にいた
居住者が2階の寝室で鳴っている警報音に気付き、
近隣の住民に通報と身体障がい者である家族の
救出を求めた。早期発見・通報・避難により大事
に至らずに済んだ。

【出火原因：火遊び】

住宅内で子どもの火遊びにより出火。警報音に
気付いた隣人が現場に駆け付け、子どもを無事
救出した。
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シリーズ佐世保の食②港街させぼの伝統グルメ

「海軍さんのビーフシチュー」

明治期から伝わる旧日本海軍ゆかりの佐世保名物
グルメです。佐世保とも縁のある東郷平八郎氏がイ
ギリス留学中に出会い、日本に伝えたと言われる
ビーフシチュー。市内の飲食店では、旧日本海軍の
レシピ本を基にアレンジを加え、オリジナルの「海軍
さんのビーフシチュー」を提供し、佐世保の名物と
なっています。レトルトや缶詰でも販売しています。
このシチューと「入港ぜんざい」を提供している飲
食店の情報は、パンフレットやSIGHTさせぼのホー

サイト

ムページ（http://www.sasebo99.com/）で見ること
ができます。ぜひお召し上がりください。
冗佐世保観光情報センター 緯22-6630（9時～18時）

付けとって良かったばいっ!

住宅用火災警報器
住宅火災による被害を最小限に食い止めるには、「住宅用火災警報器」を設置し、

少しでも早く火災に気付くことが重要です。大切な命を守るために必ず設置しま

しょう。ここでは、「警報器を設置していて良かった!」という事例を紹介します。

被害が深刻化しています！

イノシシにご注意ください

近年、イノシシによる農作物被害が深刻な問題と
なっています。住宅地にも出没するようになり、人的
被害を心配する声も多く聞かれます。住宅地への侵入
を防ぐため、次のことに気を付けてください。
①イノシシ（特に子どものイノシシ）に餌を与えない
②イノシシの餌になるような野菜のくずや生ごみは、
外に放置せず、きちんと処理する
③イノシシが農地や家庭菜園に進入しないよう対策を
講じる
④イノシシがすみつかないよう、山際の雑草や雑木を
刈り取る
⑤イノシシに遭遇したときは、退治しようとせず無視
してその場を離れる

※イノシシは一度安心して餌を食べた場所を一生覚え、
たびたび出没すると言われています。絶対に餌を与
えないでください。
※イノシシは本来臆病であり、人間が危害を加えない
限り、襲ってくることはないと言われています。落
ち着いて対処してください。

冗農業畜産課 緯24-1111

冗消防局予防課 緯23-9256

設置済ラベル

※すべての家庭で「住宅用火災警報器」の設置が義
務付けられています。設置したら必ず「設置済
ラベル」を外から目立つ場所に張りましょう。
ラベルの交付は、消防局予防課や最寄りの消防
署・出張所にお尋ねください。

事例1

事例2

事例3

事例4



ࢢ
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େ
ਗ਼
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6
月
5
～

日
に
町
内
会
等
で
実
施

30

さ
れ
る
清
掃
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問̝

廃
棄
物
減
量
推
進
課
緯

・
2
4
2
8

32

ࢢ
Ӧ
ό
ε
�
日
શ
ઢ
৐
Γ
์
୊

土
・
日
曜
に
加
え
、
高
校
総
体
期
間

中
も「
市
営
バ
ス
1
日
乗
車
券
」が
全
線

乗
り
放
題
に
な
り
ま
す

時̝

6
月
3

～
6
日
料̝

1
日
乗
車
券
師
中
学
生
以

上
五
百
円
、
小
学
生
二
百
五
十
円

※
6
月
3
～
6
日
は
、
高
校
生
に
限
り

学
生
証
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
四
百

五
十
円
で
発
売
し
ま
す
。

場̝

駅
前
市
営
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
島
瀬
定

期
券
売
り
場
、
黒
髪
・
矢
峰
営
業
所
、

バ
ス
車
内
で
発
売

問̝

交
通
局
業
務
課
緯

・
5
1
1
1

25

ܰ
ࣗ
ಈ
ं
੫
ͷ
ೲ
෇
ͱ
ݱ
༗
ਃ
ࠂ

【
軽
自
動
車
税
の
納
期
】̝
〆

5
月

日
31

納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な
口
座
振
替

や
納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。
納
付
書
は

5
月
中
旬
に
発
送
。
納
期
限
内
に
限
り

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で

き
ま
す（
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書

で
、
傷
や
汚
れ
が
な
い
も
の
、
金
額
を

訂
正
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
）。

納
税
通
知
書（
兼
納
税
証
明
書
）は
車
検

の
際
に
必
要
で
す
。
再
発
行
す
る
際
は

領
収
証
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
現
有
申
告
】土
地
、
家
屋
の
所
有
者
が

死
亡
し
、
そ
れ
ら
を
現
実
に
所
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た
人
は
現
有
申
告
書
を
資

産
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
法

務
局
で
相
続
登
記
を
し
た
人
は
除
く
。

問̝

資
産
税
課（
課
税
）、
納
税
課（
納
税
）、

市
民
税
課（
税
証
明
）

੫
ূ
໌
ͷ
ൃ
ߦ
ͱ
ࢢ
ݝ
ຽ
੫
ֹ
ͷ

௨
஌

【
平
成

年
度（

年
度
中
の
内
容
）税

23

22

証
明
の
発
行
開
始
】給
与
特
別
徴
収（
年

税
額
す
べ
て
給
与
引
き
）の
人
師
5
月

日
か
ら
▽
給
与
特
別
徴
収
以
外
の
人

10師
6
月

日
か
ら

※
第
三
者
に
よ
る

10

不
正
取
得
防
止
の
た
め
、
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
に
来
た
人
が
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）が

必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
人
に
よ
る
申

請
は
委
任
状
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
平
成

年
度
市
県
民
税
額
の
通
知
】給

23

与
引
き
で
納
付
す
る
分
師
5
月
下
旬
～

6
月
に
勤
務
先
を
通
じ
て
税
額
通
知
書

を
交
付
し
ま
す
▽
右
記
以
外
の
人
師
6

月

日
ご
ろ
に
税
額
通
知
書
を
郵
送

20

※
非
課
税
の
人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

問̝

市
民
税
課

ୀ
৬
͠
ͨ
Β
ࠃ
ຽ
೥
ۚ
΁
Ճ
ೖ
Λ

歳
か
ら

歳
ま
で
の
会
社
員
や
公

20

60

務
員
が
退
職
等
に
よ
り
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
被
扶
養
配
偶
者
に
つ
い
て
も
第

3
号
被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被
保
険
者

へ
の
種
別
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

22

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ
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͓
ͭ
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͠
·
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��

時

補助額

対̝下水道認可区域以外の区域で、住宅等に合併処理浄化槽
を設置する人

※下水道認可区域（供用開始している区域を除く）には別の
補助制度があります。
※単独処理浄化槽を撤去し、新たに合併処理浄化槽を設置
する場合は、撤去補助金9万円を上乗せして交付します。
詳しくはお尋ねください。

問̝環境保全課緯26-1787

浄化槽設置補助金をご利用ください

浄化槽設置経費の一部を助成する制度を設けています。
昨年度から補助金を増額しましたので、ご利用ください。

（注）既設のトイレを改造し、新たに合併処理浄化槽を設置する場合

事務所、店舗、アパート等申請者居住住宅
区分

新築改築新築改築（注）

187,000円249,000円374,000円498,000円5人槽

233,000円311,000円466,000円621,000円6～7人槽

309,000円411,000円617,000円822,000円8～50人槽

場̝

医
療
保
険
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン

タ
ー
、
佐
世
保
年
金
事
務
所

※
後
日
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
が
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
を
。

問̝

佐
世
保
年
金
事
務
所
緯

・1
1
4
8

34

問̝

医
療
保
険
課

ۀ
຿
Λ
ҕ
ୗớ
ฏ
੒

೥
౓
Ờ

【
と
畜
検
査
手
数
料
の
収
納
】佐
世
保
食

肉
セ
ン
タ
ー
㈱

【
犬
の
登
録
手
数
料
と
狂
犬
病
注
射
済

票
交
付
手
数
料
の
収
納
】㈲
い
わ
き
り

（
椎
木
町
）▽
杉
谷
獣
医
科（
若
葉
町
）▽

㈲
ツ
ル
ノ
動
物
病
院（
有
福
町
）▽
浜
口

動
物
病
院（
神
島
町
）▽
ま
つ
お
動
物
病

院（
勝
富
町
）▽
㈲
松
崎
動
物
病
院（
瀬

戸
越
3
丁
目
）▽
㈲
ヴ
ィ
ー
・
イ
ー
・

テ
ィ
ー（
権
常
寺
町
）▽
メ
リ
ー
動
物
病

院（
山
祇
町
）▽
ヤ
マ
ナ
カ
動
物
病
院

（
黒
髪
町
）▽
い
け
だ
動
物
病
院（
日
野

町
）▽
馬
場
動
物
病
院（
吉
井
町
直
谷
）

▽
ア
ト
ム
動
物
病
院（
原
分
町
）▽
か
い

ぜ
動
物
病
院（
吉
岡
町
）▽
有
川
動
物
病

院（
佐
々
町
）

େ
ֶ
౳
৽
ن
ଔ
ۀ
ऀ
߹
ಉ
ا
ۀ
໘
ஊ
ձ

時̝

5
月

日

～

時
場̝

体
育
文
化

26

13

16

館
対̝

平
成

年
3
月
に
大
学
、
短
大
、

24

高
専
、
各
種
専
門
学
校
を
卒
業
予
定
ま

た
は

年
3
月
卒
業
の
就
職
希
望
者

23

※
参
加
企
業
約

社
40

問̝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保

緯

・
2
0
0
7

88

ࠤ
ੈ
อ
ࢢ
;
Δ
さ
ͱ
ಛ
࢈
඼
ৼ
ڵ

ࣄ
ۀ
ิ
ॿ
ۚ
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ਃ
੥
͸
�
݄
·
Ͱ

内̝

本
年
度
中
に
市
内
の
特
産
品
事
業

者
等
が
新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
を

実
施
す
る
場
合
、
補
助
対
象
経
費
の
3

分
の
1
以
内
を
補
助（
上
限
五
十
万
円
）

〆̝

6
月

日

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

30

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問̝

企
業
立
地
・
観
光
物
産
振
興
局

य़
ͷ
શ
ࠃ
ަ
௨
҆
શ
ӡ
ಈ

時̝

5
月

～

日

ス
ロ
ー
ガ
ン「
行

11

20

け
る
か
な

渡
れ
そ
う
で
も

待
つ
勇

気
」
運
動
の
重
点
＝
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
▽
飲
酒
運
転
の
根

絶
▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

特
別
広
報
＝
夕
暮
れ
時
の
早
め
点
灯
、

雨
天
・
曇
天
時
の
点
灯

※
5
月

日
20

は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問̝

交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

ủ
ਓ
ݖ
༴
ޢ
ҕ
һ
ͷ
日
Ứಛ
ઃ
૬
ஊ
ॴ

時̝

6
月
1
日

～

時
場̝

早
岐
地
区

10

17

公
民
館
▽
山
澄
地
区
公
民
館
▽
大
野
地

区
公
民
館
▽
西
地
区
公
民
館
▽
ひ
ま
わ

り
の
館（
吉
井
地
域
）▽
世
知
原
行
政
セ

ン
タ
ー
▽
小
佐
々
行
政
セ
ン
タ
ー
▽
宇

久
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
江
迎
地
区
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
歌
ヶ
浦
公
民
館

（
鹿
町
地
域
）̝
内

家
庭
内
や
夫
婦
間
、
相

続
、
職
場
、
近
隣
の
問
題
、
そ
の
ほ
か

の
悩
み
な
ど

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳

守
。

問̝

長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局
総

務
課
緯

・
4
8
5
0

24

23

高齢者に対して年齢だけを理由に就業を
制限したり、介護が必要とされるのに身体的、
心理的に虐待されたりする問題が起きてい
ます。
すべての年代の人が豊かな人生を送るこ
とができる社会を実現するためには、高齢者
が社会参加できる環境の整備や社会保障制
度の充実を図ることはもちろん、それぞれの
家庭や地域で理解と協力を深めることが大
事です。
問̝人権男女共同参画課

人権シリーズ「高齢者」

家庭から出るごみ（厨芥）の4割を占める
ちゆうかい

生ごみを減らし、ごみの減量を推進するため、
家庭用生ごみ処理機器の購入費用の一部を
助成します。
対象機器・助成予定基数（助成限度額）

①電動式生ごみ処理機・約100基
（購入価格の3分の1、上限2万円）
※生ごみの粉砕だけ行うものは対象外。
②生ごみ堆肥化処理容器・約500基
（購入価格、上限2千円） ※1人2基まで。

時̝5月9日～来年2月24日 ※先着順。
対̝市内に居住し、平成22年4月1日以降に購
入した人、購入予定の人

申̝はがきに郵便番号、住所、氏名（振り仮名）、
電話番号、①電動式生ごみ処理機設置奨
励金②生ごみ堆肥化処理容器設置奨励金
のいずれかと、②は助成希望数を書いて
〒857-0851
稲荷町1-8 廃棄物減量推進課へ

代理店募集

市では奨励金額を差し引いた額で対象機
器を販売していただける代理店を募集し
ています。
受け付け 5月2日から随時
※手続きなど詳しくはお尋ねを。

問̝廃棄物減量推進課緯32-2428

「生ごみ処理機器」購入費用の一部を助成

次
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時̝

場̝

①

日
、
西
天
神
第
2
集
会
場

11

②

日
、
佐
世
保
競
輪
場
③

日
、
大

13

18

宮
町
消
防
団
詰
所
④

日
、
東
浜
1
組

20

自
治
会
館
⑤

日
、
山
澄
地
区
公
民
館

25

⑥

日
、
さ
せ
ぼ
市
民
活
動
交
流
プ
ラ

27
ザ（
戸
尾
町
）
※
①
②
④
⑤

時

分

13

30

～

時

分
、
③
⑥

～

時
。
家
庭

15

30

10

15

用
計
量
器
は
無
料
。

問̝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
緯

・2
5
9
2

22

�
݄
͸
ফ
අ
ऀ
݄
ؒ

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
す

時̝

5
月

日

時

分
場̝

四
ヶ
町
ア
ー
ケ
ー
ド

30

13

30

問̝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
緯

・2
5
9
2

22

ङ
ྌ
໔
ڐ
ࢼ
ݧ
ߨ
श
ձ
ɾ
໔
ڐ
ࢼ
ݧ

【
講
習
会
】̝
時

6
月

日
9
～

時
、
6

26

17

月

日
9
～

時
場̝

ア
ル
カ
ス
S
A

27

12

S
E
B
O
申̝

免
許
試
験
の
申
し
込
み

を
済
ま
せ
、
5
月

日
～
6
月

日
に

16

10

電
話（

・
2
8
8
0
）か
フ
ァ
ク
ス

33

（
・
2
8
1
9
）
で
佐
世
保
市
猟
友
会

33長
・
杉
谷
さ
ん
へ

【
狩
猟
免
許
試
験
】̝
時

7
月
6
日
9
時

分
～

時

分（
一
次
試
験
）、

～

30

11

50

14

時（
二
次
試
験
）
※
第
1
種
・
第
2

17種
銃
猟
免
許
の
受
験
者
は
二
次
試
験
を

7
月

日
9
時

分
～

時
に
実
施
。

27

30

12

場̝

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー（
稲
荷
町
）̝
内

試
験
項
目
＝
網
猟
・
わ
な
猟
・
第
1
種

銃
猟
・
第
2
種
銃
猟
免
許
申̝

5
月

日
16

～
6
月

日
に
応
募
用
紙
を
県
北
振
興

10

局
農
業
企
画
課（
吉
井
町
大
渡
）へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
農
業
畜
産
課
、
県
北

振
興
局
農
業
企
画
課
、
J
A
各
営
農
セ

ン
タ
ー
で
配
布
。
市
で
は
免
許
取
得
費

用
を
一
部
助
成
し
ま
す（
領
収
証
が
必

要
で
す
）。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

農
業
畜
産
課

ಓ
࿏
҆
શ
ͱ
ಧ
͚
ग़
ͷ
͓
ئ
͍

市
道
の
照
明
灯
が
消
え
て
い
る
と
き

師
土
木
政
策
・
管
理
課
へ
連
絡
を
▽
市

道
に
穴
が
開
い
て
い
る
と
き
師
道
路
維

持
課
へ
連
絡
を
▽
市
道
の
占
用（
足
場

や
看
板
の
設
置
な
ど
）、
河
川
の
占
用

（
橋
の
設
置
な
ど
）、
市
道
の
改
造（
乗

り
入
れ
口
の
歩
道
切
り
下
げ
な
ど
）
師

土
木
政
策
・
管
理
課
へ
届
け
出
を

問̝

土
木
政
策
・
管
理
課
、
道
路
維
持
課

Ӭ
ٱ
બ
ڍ
ਓ
໊
฽
ỏࡏ
֎
બ
ڍ
ਓ
໊
฽

Λ
͝
ཡ
͘
ͩ
さ
͍

時̝

6
月
3
～
7
日
8
時

分
～

時

30

17

場̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
土
・
日

曜
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室
）̝
対

永

久
選
挙
人
名
簿
師
平
成
3
年
6
月
2
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
こ
と
し
3
月
1
日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
人

（
6
月
1
日
現
在
で
調
べ
、
新
た
な
有

資
格
者
を
6
月
2
日
に
追
加
登
録
し
ま

す
）▽
在
外
選
挙
人
名
簿
師

歳
以
上

20

の
日
本
国
民
で
国
外
へ
住
所
を
移
し
た

人（
ほ
か
に
条
件
あ
り
。
同
委
員
会
に

申
請
が
あ
っ
た
人
を
随
時
登
録
）

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

Ξ
ε
ϕ
ε
τ
੒
෼
ௐ
ࠪ
ͷ
ॿ
੒

時̝

5
月
2
日
～

月

日
内̝

建
物
吹

11

30

き
付
け
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
成
分
調
査
に

か
か
る
費
用
を
助
成（
上
限
二
十
五
万

円
）̝
対

多
数
の
人
が
利
用
す
る
民
間
建

築
物
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
お
そ
れ

が
あ
る
吹
き
付
け
材
が
露
出
し
て
い
る

も
の

※
ま
ず
は
ご
相
談
を
。

問̝

建
築
指
導
課

҆
શ
ɾ
҆
৺
ॅ
·
͍
ͮ
͘
Γ
ࢧ
ԉ

ࣄ
市ۀ

に
申
請
す
る
耐
震
診
断
、
耐
震
改

修
計
画
策
定
・
改
修
工
事
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

内̝

助
成
額
＝
耐
震
診

断
師
個
人
負
担
額
一
万
五
千
円
▽
改
修

計
画
策
定
師
費
用
の
3
分
の
2（
上
限

七
万
円
）▽
改
修
工
事
師
費
用
の
4
分

の
1（
上
限
三
十
万
円
）̝
対

昭
和

年
56

5
月

日
以
前
に
市
内
に
建
設
さ
れ
た

31

一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
住
宅
の
所
有

者
が
居
住
中
の
も
の
申̝

申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
建
築
指
導
課
へ

※
申
込
書
は
建
築
指
導
課
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問̝

建
築
指
導
課

ݐ
ઃ
Ϧ
α
Π
Ϋ
ϧ
๏
ʹ
Α
Δ
Ұ
੪

ύ
τ
ϩ
ồ
ϧ

時̝

5
月

～

日
場̝

市
内
の
建
築
物

23

27

解
体
現
場
、
建
設
現
場
等
内̝

建
設
資
材

廃
棄
物
の
分
別
解
体
、
再
資
源
化
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
見
回
り
ま
す

問̝

建
築
指
導
課

ମ
ҭ
ɾ
ε
ϙ
ồ
π
ৼ
ڵ
ิ
ॿ
ۚ

対̝

本
市
在
住
の
市
民
で
、
九
州
大
会
以

上
の
大
会
に
出
場
す
る
監
督
、
選
手
等

内̝

一
人
千
円
～
三
万
円
を
交
付（
出
場

す
る
大
会
、
出
場
者
の
年
齢
に
よ
り
異

な
る
）̝
申

開
催
日
前
日
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ

※
交
付
要
綱
、
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

問̝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ϗ
λ
ϧ
৘
ใ

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
基
に
ホ
タ
ル

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。
目
撃
情
報（
ホ
タ
ル

の
数
、
場
所
、
時
間
な
ど
）を
電
話
、
E

メ
ー
ル（kanhoz@

city.sasebo.lg.
jp

）で
環
境
保
全
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い

※
昨
年
度
の
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
や

観
賞
の
コ
ツ
な
ど
は「
e
カ
ン
キ
ョ
ウ

@
サ
セ
ボ
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問̝

環
境
保
全
課
緯

・
1
7
8
7

26

ࢢ
ε
ϙ
ồ
π
গ
೥
ஂ
ొ
࿥
ஂ
ମ

対̝

歳
以
上
の
成
人
1
人
以
上
が
指

20

24

時

つづらダム（小佐々地域）
のホタル

導
し
、
小
学
生
以
上
の
団
員
が

名
以

10

上
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
内̝

市
交
流
会
、

表
彰
式
、
研
修
会
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
〆̝

6
月

日
料̝

指
導
者
千
円
、
団

30

員
五
百
円（
1
人
当
た
り
の
年
間
登
録

料
）
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
緯

・
3
1
2
5

47

ฏ
੒

೥
౓
ୈ
�
ظ
ެ
Ӧ
ॅ
୐
ۭ

͖
Ո
ิ
ॆ
ೖ
ډ
ớऀ
ࢢ
಺
શ
Ҭ
Ờ

【
市
営
】用
紙
配
布
＝
5
月

日
か
ら
住

11

宅
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
▽

受
け
付
け
＝
5
月

～

日
に
市
役
所

18

20

1
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

※
行
政
セ

ン
タ
ー
管
内
の
住
宅
は
行
政
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
。
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー

は
旧
佐
世
保
市
域
分
も
受
け
付
け
ま
す

【
県
営
】用
紙
配
布
＝
5
月

日
か
ら
住

27

宅
課
、
各
支
所
、
県
住
宅
供
給
公
社
佐

世
保
事
務
所（
天
満
町
）で
▽
受
け
付
け

＝
6
月
3
～
6
日（
土
・
日
曜
含
む
）に

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所
で

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
ಛ
ఆ
༏
ớྑ
ެ
ڞ
Ờ௞
ି
ॅ
୐
ೖ
ډ
ऀ

【
市
営
・
特
定
公
共
】小
ヶ
倉
住
宅（
吉

井
地
域
）、
世
知
原
中
央
住
宅
、
古
里
住

宅（
小
佐
々
地
域
）、
平
野
住
宅（
江
迎

地
域
）

【
県
営
・
特
定
優
良
】花
高
団
地
、
吉
岡

団
地
、
須
佐
団
地
対̝

公
営
住
宅
の
収
入

基
準
を
超
え
る
世
帯

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
ủ
௕
࡚
͍
ͷ
ͪ
ͷ
ి
࿩
Ứి
࿩
૬
ஊ

Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
ཆ
੒
ߨ
࠲

時̝

6
月
～
来
年
9
月
場̝

県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー（
長
崎
市
）な
ど
対̝

～
22

65

歳
で
2
週
間
に
1
回
電
話
相
談
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
で
き
る
人

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

長
崎
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

緯
0
9
5
・
8
4
3
・
4
4
1
0

さ
せ
ぼ
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
ि
ؒ
ϑ
Ỽ
ồ

ϥ
Ϝủ
࠷
ظ
·
Ͱ
͓
ͻ
ͱ
Γ
さ
·
Ͱ
Ứ

時̝

6
月

日

時

分
～

時
場̝

ア

25

13

30

15

ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
内̝

講
師
＝
上

野
千
鶴
子
さ
ん（
社
会
学
者
・
N
P
O
法

ち

づ

こ

人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
長
）̝
定

3
5
0
人
料̝

無
料

（
入
場
整
理
券
が
必
要
）̝
申

5
月

日
30

9
時
～
6
月

日

時
に
ス
ピ
カ
で
入

14

17

場
整
理
券
を
配
布

※
託
児
あ
り（
定

員

人
、
要
予
約
）。

15
問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯

・
3
8
2
8

23

ඒ
ज़
ͱ
਌
͠
Ή
ج
ૅ
ߨ
࠲
Ỗ
໊
ը

Λ
ಡ
Έ
ղ
͘

時̝

6
～

月

※
毎
月
1
回
。
第
1

12

回
目
＝
6
月

日

時
～

時

分

24

14

15

40

場̝

講
座
師
ス
ピ
カ
、
展
覧
会
見
学
師
島

瀬
美
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
料̝

無
料（
美
術

館
見
学
は
実
費
）̝
定

人
申̝

5
月

～

40

16

日
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス（
・
9
6
9

31

25

1
）、
E
メ
ー
ル（bunkak@

city.sas
ebo.lg.jp

）、
は
が
き
に
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
入
し
、
文
化
振
興
課
へ

問̝

文
化
振
興
課

ฏ
੒

೥
౓
ڷ
౔
࢙
ମ
ݧ
ߨ
࠲

①
第
1
回「
歴
史
の
道
探
検
」②
第
2
回

「
奥
佐
世
保
の
歴
史
め
ぐ
り
」̝
時

①
6

月
4
日
②
6
月

日

※
9
～

時

18

16

料̝

①
②
と
も
中
学
生
以
上
千
五
百
円
、

小
学
生
以
下
七
百
五
十
円
申̝

電
話
か

フ
ァ
ク
ス（

・
9
6
8
2
）、
は
が
き
、

25

E
メ
ー
ル（syakai@

city.sasebo.l
g.jp

）で
社
会
教
育
課
へ
〆̝

開
催
の
8

日
前

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問̝

社
会
教
育
課

ࠤ
ੈ
อ
ࢢ
ମ
ҭ
ڠ
ձ
ε
ϙ
ồ
π
ڭ
ࣨ

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
塾
】̝
時

6
月

～
来
年
2
月
の
毎
週
火
曜

時

分
～

17

30

時
場̝

体
育
文
化
館
内̝

月
替
わ
り
で

19卓
球
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
の
種
目
を
学
び
ま
す
対̝

小
学

1
～
3
年
生
料̝

入
会
金
千
円
、
月
会
費

二
千
円
申̝

5
月

～

日
に
電
話
で

10

30

体
育
文
化
館（

・
1
5
2
2
）へ

22

【
か
け
っ
こ
教
室
】̝
時

7
月
2
、

、
18

31

日
、
8
月

日

※

～

時
場̝

陸
上

27

10

12

競
技
場
対̝

小
学
1
～
6
年
生
料̝

千
三

百
円
申̝

6
月
1
日
か
ら
電
話
で
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

【
初
心
者
水
泳
教
室
】̝
時

6
月

、

、

13

14

、

、

、

日

※

時

分
～

16

17

20

21

13

30

時

分
場̝

市
温
水
プ
ー
ル
料̝

三
千

15

30

円
申̝

5
月

日
か
ら
電
話
で
市
温
水

10

プ
ー
ル（

・
5
4
5
5
）へ

23

※
詳
し
く
は
各
施
設
へ
お
尋
ね
を
。

問̝

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
緯

・
3
1
2
5

47

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

緯

・
4
7
9
7

31

（
5
月

日
以
降
分
）

10

武
雄
S
級
場
外

全
プ
ロ
競
輪（
防
府
）場
外

本
場
開
催

豊
橋
記
念
場
外

平
塚
記
念
場
外

高
松
宮
記
念（
前
橋
）場
外

ηϯター΁͸代ද൪߸緯�������͔ࢱ໾ॴ֤՝、தԝอ݈෱ࢢ■ ら͓つͳ͗し·͢ɻ

5
月
・
・
日

10
11
12

・
日

14
15

・
・
日

20
21
22

・
日

23
24

・
・
・
日

26
27
28
29

6
月
2
・
3
・
4
・
5
日

25

次

上野千鶴子さん
（岡戸雅樹 撮影）
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ࢢ
໾
ॴ
֤
՝
ỏ
த
ԝ
อ
݈
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ồ
΁
͸

୅
ද
൪
߸
緯

ɾ
�
�
�
�
͔
Β
͓
ͭ
ͳ
͗
͠
·
͢

2�

平
成

年
度
小
学
校
入
学
児
の
就

24

学
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

就
学
に
関
す
る
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

時̝

随
時
場̝

学
校
教

育
課
内̝

幼
稚
園
、
保
育
所
の
訪
問
や
電

話
な
ど
で
の
相
談
、
就
学
に
関
す
る
情

報
提
供
対̝

平
成

年
度
小
学
校
就
学

24

予
定
の
子
ど
も
の
保
護
者

問̝

学
校
教
育
課

出
前
保
育

【
こ
の
指
と
～
ま
れ
！
】

時̝

①
5
月

日
②
5
月

日
③
5
月

11

12

日
④
5
月

日
⑤
5
月

日
⑥
6
月

17

26

27

8
日
⑦
6
月
9
日

※

時
～

時

10

11

30

分
場̝

①
⑥
針
尾
保
育
園
②
④
⑦
楠
栖

保
育
所
③
ク
レ
ー
ル
の
丘
自
治
会
館
⑤

日
宇
保
育
所
内̝

保
育
士
と
親
子
で
一

緒
に
遊
ぼ
う
対̝

未
就
園
児
と
保
護
者
、

妊
婦
料̝

無
料

問̝

ル
ン
ビ
ニ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

・
5
1
0
0

20
【
み
ん
な
よ
っ
と
い
で
ー
！
】

時̝

①
5
月

日
②
5
月

日

※

17

20

10

時

分
～

時
場̝

①
広
田
児
童
セ
ン

30

12

タ
ー
②
柚
木
保
育
所（
雨
天
時
は
柚
木

町
2
組
公
民
館
）̝
内

簡
単
な
手
遊
び
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

対̝

未
就
園
児
と
保
護
者
料̝

無
料

問̝

菫
ヶ
丘
幼
児
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
緯

・
4
1
8
8

34

【
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

】
!!

時̝

①
第
2
・
4
月
曜

時

分
～

時

13

30

15

分
②
火
曜

時

分
～

時

分
③

30

13

30

15

30

水
曜
9
時

分
～

時

※
祝
日
を
除

30

12

く
場̝

①
ダ
イ
ジ
ャ
ス
ス
ク
ー
ル（
イ
オ

ン
大
塔
店
2
階
）②
柚
木
地
区
公
民
館

③
小
佐
々
地
区
公
民
館
対̝

未
就
園
児

と
保
護
者
、
妊
婦
な
ど
料̝

無
料

問̝

日
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

・
3
2
6
4

28
保
育
所
体
験

時̝

①
5
月

日

時
～

時

分
②

10

10

11

30

5
月

日
9
時

分
～

時
③
5
月

18

30

11

24

日

時
～

時

分
場̝

①
③
赤
崎
青

10

11

30

い
実
幼
児
園
②
藤
原
幼
児
園
内̝

①
母

の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う
！
、
子

育
て
相
談
②
砂
と
水
と
で
戸
外
遊
び
を

楽
し
む
③
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
お
絵
描
き
を

楽
し
も
う
、
子
育
て
相
談
対̝

未
就
園
児

と
保
護
者
〆̝

②
5
月

日

※
②
は

16

着
替
え
、
お
し
ぼ
り
、
水
筒
を
持
参
。

問̝

赤
崎
青
い
実
幼
児
園
緯

・0
0
4
4

28

藤
原
幼
児
園
緯

・
4
0
9
6

31

親
子
遠
足

時̝

5
月

日

時

分
～

時

分

11

10

20

11

30

場̝

新
公
園（
光
月
町
）̝
内

市
内
各
所
の

サ
ー
ク
ル
が
集
ま
っ
て
の
遠
足
。
一
般

の
人
も
参
加
可
対̝

未
就
園
児
と
保
護

者
料̝

無
料
申̝

不
要

※
当
日
参
加
も

可
。
雨
天
時
は
延
期
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問̝

菫
ヶ
丘
幼
児
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
緯

・
4
1
8
8

34

育
児
講
座「
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

時̝

5
月

日

時

分
～

時

分

27

10

30

11

30

場̝

菫
ヶ
丘
幼
児
園
内̝

講
師
＝
ビ
ー
フ

ラ
ッ
ト
対̝

未
就
園
児
と
保
護
者
料̝

無

料
申̝

不
要

※
動
き
や
す
い
服
装
、
上

履
き
、
飲
み
物
持
参
。
当
日
参
加
も
可
。

問̝

菫
ヶ
丘
幼
児
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
緯

・
4
1
8
8

34

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座
な
ど

【
育
児
講
座「
子
ど
も
と
向
き
合
い
な
が

ら
」】̝
時

①
5
月

日
②
6
月

日
③
8

19

17

月
1
日

※

時

分
～

時
場̝

①
北

10

30

12

部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
②
東
部
住
民

セ
ン
タ
ー
③
中
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
内̝

講
師
＝
元
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
江
藤
小
夜
子
さ
ん
対̝

未
就
学
児

と
保
護
者
料̝

無
料
定̝

各

組
程
度

20

【
育
児
講
座「
0
歳
児
・
3
歳
児
の
心
は

ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
?
」】

時̝

①
5
月

日
、
7
月

日
、
9
月

20

15

30

日（
全
3
回
）②
6
月

日
③
8
月

日

21

19

※

時

分
～

時
場̝

①
東
部
住
民

10

30

12

セ
ン
タ
ー
②
中
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
③
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内̝

講
師
＝
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
川

頭
信
子
さ
ん
対̝

乳
幼
児
の
保
護
者
、
子

育
て
に
関
心
が
あ
る
人
料̝

無
料

【
日
曜
シ
ー
ユ
ー
】（
5
月
開
催
分
）

時̝

①

日
②

日

※

～

時
場̝

15

22

10

12

①
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
②
東
部

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
中
部
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
内̝

親
子
遊
び
、
制
作
、

体
操
等
対̝

未
就
学
児
と
保
護
者
料̝

無

料
定̝

各

組
程
度

※
父
親
の
参
加

25

歓
迎
。
お
弁
当
の
持
参
も
可
。

申̝

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座（
託

児
あ
り
、
要
予
約
）、「
日
曜
シ
ー
ユ
ー
」

と
も
に
開
催
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
各

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
駐
車
場
に
限
り
あ

り
。
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
。

問̝

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
北
部
）緯

・
3
3
2
9

47

（
東
部
）緯

・
4
0
0
2

39

（
中
部
）緯

・
1
9
0
3

32

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金・会費、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

27

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
講
座

【
お
ひ
さ
ま
教
室（
子
育
て
支
援
親
子
遊

び
）】̝
時

5
月

日

～

時
場̝

幼
児

25

10

12

教
育
セ
ン
タ
ー
内̝

子
ど
も
と
の
接
し

方
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
対̝

1
歳
6
カ

月
～
3
歳
未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者

料̝

無
料
定̝

先
着

組
申̝

5
月
日
か
ら

15

10

【
親
育
ち
講
座「
自
分
に
あ
っ
た
子
育
て

を
見
つ
け
よ
う
」全
8
回
】̝
時

5
月
27

日
～
7
月

日
の
毎
週
金
曜

～

時

15

10

12

場̝

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

子
育

て
の
悩
み
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
自
分
に
合
っ
た

子
育
て
の
あ
り
方
を
学
ぶ
対̝

未
就
学

児
の
母
親
料̝

無
料
定̝

人
〆̝

5
月

14

26

日

※
託
児
あ
り（
要
予
約
）

【
離
乳
食
講
座
と
実
習「
お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
に
こ
に
こ
教
室
」】̝
時

①
5

月

日
②
6
月
7
日

※

～

時

31

10

12

場̝

清
水
地
区
公
民
館
内̝

①
月
齢
5
～

6
カ
月
、
7
～
8
カ
月
向
け
②
月
齢
9

～

カ
月
、

～

カ
月
向
け
対̝

妊
産

11

12

18

婦
、
乳
児
の
保
護
者
料̝

無
料
定̝

先
着

人
申̝

5
月

日
か
ら

20

10

【
調
理
講
習
会「
幼
児
向
け
の
弁
当
作

り
」】̝
時

①
6
月
1
日
②
6
月
8
日

※

～

時
場̝

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

10

12

内̝

子
ど
も
が
喜
ぶ
楽
し
い
お
弁
当
作

り
対̝

未
就
学
児
の
保
護
者
料̝

三
百
円

定̝

先
着
各

人
申̝

5
月

日
か
ら

12

10

※
離
乳
食
講
座
と
調
理
講
習
会
は
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
持
参
。

申̝

い
ず
れ
の
講
座
も
電
話
で
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を

問̝

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
緯

・0
5
5
0

31

子
育
て
支
援
講
座「
乳
幼
児
の
心
」

時̝

5
月

日

時
～

時

分
場̝

ふ

24

14

15

30

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内̝

講
師
＝
子
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
所
長（
小
児
精
神
科

医
）・
山
下
浩
さ
ん
対̝

子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
、
民
生
委
員（
主
任
児
童
委
員
）、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
人
、
子
育
て
支
援

に
興
味
が
あ
る
人
料̝

無
料

※
市
民

会
館
D
駐
車
場
に
駐
車
可
。

問̝

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

緯

・
3
9
4
5

23
心
身
障
が
い
者
へ
の
医
療
費
助
成

内̝

保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
を
助
成

対̝

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
、
2
、
3
級

の
所
持
者
②
療
育
手
帳

、

、

の

A1

A2

B1

所
持
者

※
①
の
3
級
と
②
の

は
、

B1

後
期
高
齢
者
医
療
受
給
者
を
除
く
。
い

ず
れ
も
所
得
制
限
あ
り
。
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

障
が
い
福
祉
課

身
体
障
が
い
者
の
運
転
免
許
取
得

費
用
の
一
部
助
成（
募
集
）

対̝

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
▽

身
体
障
害
者
手
帳
1
～
4
級
所
持
者
▽

市
内
在
住
か
、
本
市
の
措
置
で
身
体
障

が
い
者
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人

▽
免
許
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

（
肢
体
・
聴
覚
障
が
い
の
場
合
は
運
転

適
正
相
談
を
必
ず
受
け
る
こ
と
）̝
手

5

月
6
～

日
に
身
体
障
害
者
手
帳
と
印

31

鑑
を
持
っ
て
障
が
い
福
祉
課
へ

※
各

支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。
定
員
あ
り
。
詳
し
く
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

障
が
い
福
祉
課

各
種
手
当
の
支
給

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対̝

在
宅
の

歳
未
満
の
障
が
い
児
を

20

養
育
し
て
い
る
親
な
ど

【
障
が
い
児
福
祉
手
当
】

対̝

在
宅
の

歳
未
満
の
重
度
障
が
い

20

児
で
、
常
時
介
護
が
必
要
な
障
が
い
児

【
特
別
障
が
い
者
手
当
】

対̝

在
宅
の

歳
以
上
で
最
重
度
の
障

20

が
い
が
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
が
必

要
な
障
が
い
者

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
、
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

障
が
い
福
祉
課

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ゲ
ー
ム
ラ
リ
ー

大
会
開
催

時̝

6
月
4
日

時

分
～

時（

時

12

30

15

13

開
始
、
雨
天
時
は
6
月
5
日
）̝
場

ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
～
中
央
公
園
周
辺
内̝

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
体
力
の
向
上
を
図
り
、
同
時
に
精
神

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
申̝

3
人
1
組（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）で

チ
ー
ム
を
組
み
、
は
が
き
に
①
チ
ー
ム

名
②
代
表
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

③
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
明
記

し
、
N
P
O
法
人
チ
ー
ム
・
フ
ォ
ー
・

バ
イ
・
フ
ォ
ー
事
務
局（
〒
8
5
7
の
0

0
5
3
、
常
盤
町
8
の
8
）へ
。
受
け

付
け
後
、「
参
加
受
け
付
け
通
知
」
を
送

付
〆̝

5
月

日
必
着

※
電
話
で
の

26

申
し
込
み
不
可
。

問̝

N
P
O
法
人
チ
ー
ム
・
フ
ォ
ー
・
バ

イ
・
フ
ォ
ー
事
務
局「
ふ
れ
ん
ず
」

緯

・
5
3
8
9

23

高
齢
者
虐
待
の
発
見
に
ご
協
力
を

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
対
応
、

防
止
の
た
め
、
高
齢
者
の「
悲
鳴
や
叫

び
声
が
聞
こ
え
る
」「
不
自
然
な
傷
や
打

撲
の
跡
が
あ
る
」「
部
屋
が
ひ
ど
く
散
ら

か
っ
て
お
り
、
充
分
な
介
護
が
な
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
」な
ど
の
様
子
が
見

ら
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問̝

長
寿
社
会
課

老
人
の
認
知
症
や
心
の
相
談

時̝

5
月

日

時

分
場̝

中
央
保
健

19

13

30

福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

専
門
の
医
師
が
認

知
症
や
老
人
性
う
つ
病
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
対̝

高
齢
者
や
そ
の
家
族
料̝

無
料

※
要
予
約
。
専
門
医
療
機
関
を

受
診
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問̝

長
寿
社
会
課



28

介
護
者
の「
こ
こ
ろ
」の
相
談
会

時̝

5
月

日

時

分
～

時

分

26

13

30

15

30

場̝

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

臨
床

心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
対̝

在
宅
で

介
護
し
て
い
る
人
料̝

無
料
申̝

電
話
で

長
寿
社
会
課
へ

※
要
予
約
。

問̝

長
寿
社
会
課

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
助
成
の
還
付

昨
年

月
～
こ
と
し
3
月

日
ま
で

10

31

に
実
施
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
接
種
費
用
助
成
対
象
者
の
う

ち
、
す
で
に
助
成
金
額
以
上
の
費
用
を

支
払
っ
た
人
は
、
6
月

日
ま
で
に
申

30

請
す
れ
ば
助
成
額
分
を
還
付
し
ま
す
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

春
季
ポ
リ
オ
予
防
接
種

6
月
2
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
程
な
ど
は
本
紙
4
月
号
で
ご
確
認
を
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
健
康

教
育
・
相
談（
6
月
分
）

時̝

①
3
日
②
8
日
③

日

※

～

10

10

時
場̝

①
や
す
ら
ぎ
荘（
花
園
町
）②

14い
で
ゆ
荘（
広
田
3
丁
目
）③
よ
し
い
荘

（
吉
井
町
）̝
内

お
口
の
嚥
下
体
操
、
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
個
別
歯
科
相
談
な
ど

料̝

無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

問̝

健
康
づ
く
り
課

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

時̝

6
月
3
日

時

分
～

時

分

10

15

11

30

（
9
時

分
受
け
付
け
開
始
、
雨
天
中

45

止
）̝
場

新
西
海
橋
入
り
口
付
近（
針
尾

側
）̝
内

全
長
6
㌔
程
度
、参
加
賞
あ
り

料̝

無
料
申̝

不
要

※
歩
き
や
す
い
服

装
で
。
水
筒
、
タ
オ
ル
、
健
康
保
険
証

を
持
参
。
治
療
中
の
人
は
主
治
医
に
承

諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

「
運
動
普
及
推
進
協
議
会
」の
自
主

活
動
表
配
布

地
域
住
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
動

を
普
及
す
る
運
動
普
及
推
進
員
が
、
各

地
区
で
定
期
的
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
自
主
活
動

表
を
、
5
月
か
ら
健
康
づ
く
り
課
、
各

支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民

館
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

各
種
料
理
教
室（
要
予
約
）

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
】

時̝

5
月

日

時
～

時

分
場̝

中

27

10

12

30

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

妊
娠
中
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
作
り
定̝

人
料̝

二
百
円
〆̝

5
月

日

30
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【
い
き
い
き
元
気
食
事
づ
く
り
教
室
】

時̝

①
6
月
1
、
8
、

日
②
6
月

、

15

21

日
、
7
月
5
日

※

時
～

時

28

10

12

30

分
場̝

①
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
江

迎
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内̝

い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
食
べ
続
け
る
た
め
の
手

軽
な
メ
ニ
ュ
ー
と
健
康
講
話
定̝

各

人
20

料̝

二
百
円
申̝

5
月

日
か
ら

※
1
回

10

だ
け
の
参
加
も
可
。

【
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
】

時̝

①
5
月

日
、
6
月
7
、

日
②

31

14

6
月
3
、

、

日

※

時
～

時

10

17

10

12

分
場̝

①
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

30②
清
水
地
区
公
民
館
内̝

手
軽
に
で
き

る
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
対̝

歳
以
上

40

の
男
性
定̝

各

人
料̝

二
百
円
申̝

5
月

22

日
か
ら

※
1
回
だ
け
の
参
加
も
可
。

10【
プ
レ
パ
パ
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
】

時̝

6
月
5
日

時
～

時

分
場̝

中

10

12

30

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

生
ま
れ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
と
今
後
の
家
族
の
食
生

活
に
つ
い
て
学
ぶ
対̝

出
産
を
控
え
た

夫
婦
定̝

組
料̝

四
百
円
〆̝

6
月
3
日

15

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
持
参
。

申̝

各
料
理
教
室
と
も
、
電
話
で
健
康

づ
く
り
課
へ

問̝

健
康
づ
く
り
課

食
品
を
購
入
す
る
と
き

食
品
を
購
入
す
る
と
き
は
▽
清
潔
で

温
度
や
商
品
の
管
理
が
信
頼
で
き
る
店

を
選
ぶ
▽
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費

期
限
な
ど
期
限
表
示
を
確
認
す
る
▽
生

鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ
▽
冷
蔵

や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
最
後
に
購
入

し
、
速
や
か
に
持
ち
帰
り
保
管
す
る

問̝

生
活
衛
生
課

5月12日は民生委員・児童委員の日です

「民生委員・児童委員」は「民生委員法」と「児童福祉法」
に定められ、厚生労働大臣に委嘱されたボランティアとし
て、地域住民の立場に立って皆さんの暮らしを支援する人
です。現在、本市では607人の民生委員・児童委員が日ごろ
から次のような活動をしています。
①児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取り組み
②子育てをしている母親など、保護者と子どもたちを支え
る活動

③地域の高齢者や障がい者が、生き生きと元気に生活でき
るように応援

④皆さんの心配事などを解決するために、行政とのパイプ
役や調整役を務め、専門機関や福祉サービスなどを紹介

民生委員・児童委員には、守秘義務があ
ります。お困り事や悩み事などがありま
したら、お近くの民生委員・児童委員に
ご相談ください。

問̝保健福祉政策課
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虚がん検診（受診は各種年1回・要予約）

場̝市内の登録医療機関
※前回の受診日から12カ月以上空けてください（年1回）。
料金は各種健康保険共通。

許肺がん検診（胸部レントゲン）

対̝40歳以上
料̝X線=400円、X線＋喀痰検査=900円

かくたん

※肺がん検診は結核検診も兼ねます。
※虚許は70歳以上、本市国保加入者、生活保護受給者、市民税非
課税世帯の人は無料（保険証・証明書が必要）。

距働く女性のための日曜乳がん検診（要予約）
時̝5月22日9:30～12:00̝場中央保健福祉センター
対̝40歳以上の働いている女性 定̝先着20人
申̝5月9日から電話で健康づくり課へ

鋸女性検診（乳がん検診と骨粗しょう症検診・要予約）
時̝6月13日、24日9:00～11:00、13:00～15:00
場̝中央保健福祉センター 内̝①女性検診②骨粗しょう症検診だけ
対̝①40～70歳の市民②20～70歳の市民 定̝①②とも各日20人
申̝5月18日から電話で健康づくり課へ

※距鋸料金など詳しくはお尋ねください。
漁成人歯科健診、歯科相談（要予約・無料）
時̝火曜8:30～10:30（祝日を除く）̝場中央保健福祉センター

禦肝炎ウイルス検査（無料）
時̝月曜13:00～16:00（祝日を除く）̝場中央保健福祉センター
対̝感染の不安があり、肝炎ウイルス検査を受けたことがない人

魚エイズ・性感染症相談・検査（匿名・無料）
まずは電話やメールでご相談ください。 時̝平日8:30～17:15
緯0120-104-783 Eメール shc783@city.sasebo.lg.jp
※鋸～魚について、詳しくは健康づくり課にお尋ねください。
亨乳幼児健診 ※約1カ月前に該当者に通知します。
子どもの成長、発達に欠かせない健診です。特に3歳児健診は
ぜひ受診をお願いします。
4カ月児健診 対̝3～4カ月ごろ
1歳6カ月児健診 対̝1歳6カ月ごろ
3歳児健診 対̝3歳6カ月ごろ

問̝健康づくり課（虚～魚） 問̝子ども保健課（亨）

【子どもの発達】
療育相談（要予約）
問̝子ども発達センター緯23-3945
歯科保健相談（要予約）
問̝健康づくり課

【障がい福祉】
問̝障がい福祉課
①アルコール依存の相談
アルコール依存の相談࢑
障がい福祉課で随時

佐世保断酒会࢑
5月10、24日

13:30 中央保健福祉センター
②精神障がいの相談
精神保健相談࢑
5月12、26日、6月9日
※要予約 中央保健福祉センター

精神障がい者の社会復帰訓練࢑
保健所デイケア
毎週金曜（祝日を除く）10:00
中央保健福祉センター

精神障がい者の家族の会（ゆみ࢑
はり会） ※予約不要
5月21日13:00 ふれあいセンター
③脊髄小脳変性症の集い（アジサ

イ会） 5月20日13:30
アルカスSASEBO2階「スピカ」
④膠原病友の会
5月19日13:30 ふれあいセンター
⑤ひきこもり家族教室
5月18日10:00 ふれあいセンター
※佐世保断酒会、②③④⑤の新
規参加者は、事前に連絡を。

【医療への相談】
問̝保健福祉政策課
平日8:30～17:15（電話での相談）
医療安全支援センター緯25-9723

【健康テレホン】 緯23-4300
祝日は前日の内容が流れます。
5月の内容（3分間）
譲足のふらつき
醸圧迫骨折
錠ワクチンを打つのを忘れたら
嘱扁桃周囲膿瘍
埴認知症の新しい診断と治療
飾蒸男性の更年期
問̝長崎県保険医協会
緯095-825-3829

場 所時 間期 日
上原町温仙堂駐車場13:40～14:305月12日
花高1丁目1組公民館15:00～15:50
中原町公民館9:20～10:105月13日
権常寺皆瀬公民館10:30～11:20
奥山町公民館9:20～10:105月18日
城間集落センター10:30～11:20
早岐中学校校門9:20～10:105月19日
若竹台北公園10:30～11:20
東部住民センター9:20～11:005月25日
宮津町バス停先9:20～10:105月27日
南風崎1区公民館10:30～11:20
宮地区公民館9:20～10:106月03日
瀬道町公民館10:30～11:20
広田地区公民館9:00～11:006月10日
中央保健福祉センター8:30～10:30毎週火曜

70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃
X線400円
X線＋喀痰検査900円

－－肺

600円－－大腸
頸部（けいぶ）1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

50～84歳無料－－－前立腺

検診・検査など

相談など
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煙結核は「現代」の病気
明治時代から昭和20年代までの長い間、「国民病」「亡国
病」と恐れられていた結核。50年前までは年間死亡者数
も十数万人に及び、死亡原因の第1位でした。医療や生
活水準の向上により、薬を飲めば完治できる時代になり
ましたが、過去の病気と思っていたら大間違いです。全
国では今も1日に約68人の新しい患者が発生し、約6人が
命を落としている重大な感染症なのです。

煙空気感染
結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。
結核菌が混ざったたんが、せきやくしゃみと一緒に空気
中に飛び散り、それを周りの人が直接吸い込むことによっ
てうつります。これを「空気感染」と言います。

煙こんなときは病院へ
結核の初期症状は風邪とよく似ています。せきやたんが
2週間以上続いたら、結核を疑って早めに医療機関を受
診してください。症状が1カ月以上続く人からは25人に
1人の割合で結核患者が見つかっています。

煙結核の予防
せきやたんが続いたら医療機関を受診しましょう。早期
発見は本人の重症化を防ぐだけでなく、大切な家族や職
場等への感染の拡大を防ぐためにも重要です。特に赤ちゃ
んは抵抗力が弱く、結核に感染すると重症になりやすいと
言われています。予防するためにはBCG接種が有効です。
生後3カ月～6カ月に接種しましょう。

冗健康づくり課 緯24-1111

健康づくり課から の話結核

佐世保市全国項目

57人24,170人結核新規患者登録数

22.7人19.0人結核の罹
り

患率 ※
かん

結
核
の
症
状

せきが
2週間以上続く 体がだるい

たんが出る 急に
体重が減る

「世界禁煙デー」とは世界保健機関（WHO）が定めた禁煙を
推進するための記念日。日本では世界禁煙デー以降の1週間
を厚生労働省が「禁煙週間」と定めています。この機会に、
たばこや受動喫煙について考えてみませんか?

煙「禁煙啓発活動」と「出前禁煙相談」

と き 5月29日（日）14時～16時
ところ 島瀬公園、四ケ町アーケード
市民の皆さんと一緒に、ティッシュ配布や吸い殻拾いなど
の活動を行います。参加していただける人は、当日10分前
までに島瀬公園に集合してください。また公園内では「出
前禁煙相談」を行いますので、気軽にお立ち寄りください。

煙市役所本庁舎などが一日禁煙になります!

5月31日（火）は市役所本庁舎などが1日禁煙になります。

煙非喫煙者意思表示バッジ

「たばこの煙を吸いたくない」という意思を
周囲に伝えるためのバッジです。健康づくり
課で販売中です（1個500円）。

冗健康づくり課 緯24-1111

第24回WORLDNOTOBACCODAY

5月31日は「世界禁煙デー」

煙ボランティアを応援するための基金

「市民公益活動団体自立化支援基金」とは、「ボランティア
活動には参加できないけど、活動を応援するために寄付と
いう形でならば参加できる」という市民の皆さんの思いを
カタチにできる基金。このたび、この基金の愛称が「佐世
保すまいる基金」に決定しました。

煙みんなが笑顔になれますように

昨年実施した基金の「愛称募集」には70作品の応募があり
ました。愛称審査選考委員会による一次審査と市民によ
る投票の結果、最優秀賞に輝いたのが「佐世保すまいる基金」。
大浦幸子さん（松浦市、長崎国際大学在学）の作品でした。

さち こ

愛称には「佐世保に住んでいる人たちみんなが笑顔になれ
ますように、基金で地域が活性化されますように」という
意味が込められています。

煙「市民公益活動団体自立化支援補助金」の応募団体を募集

すまいる基金を活用したNPO等の活動活性化のための補
助金の応募団体を募集しています。詳しくは市ホームページ
をご覧ください。 募集期間試5月2日（月）～31日（火）

冗市民協働推進室 緯24-1111

市民公益活動団体自立化支援基金

愛称が「佐世保すまいる基金」に決定！
禁煙週間
5月31日～6月6日

※罹患率=人口10万人に対する患者の人数
長崎県の罹患率は全国5位になっています。

（平成21年実績）
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編集後記

特集の取材で会えなかった動
物がいます。それは2月に天国
へ旅立ったキリンのムサシ
（10歳）です。優しい瞳が特徴
で、餌やり体験では子どもた
ちの行列ができるほどの人気
者。わたしも大好きでした。
園には、来園者がムサシにあ
てて書いたたくさんのメッ
セージカードが掲示され、
「天国でもみんなのことを見
守っていてね！」「いい思い
出をありがとう。そしてお疲
れさま」「むさしくんの分も
一生けんめい生きるね」など、
ムサシへの深い愛情やいたわ
りが感じられるものばかり。
動物と来園者の間で築かれて
いた心のつながりに感動しま
した。（H）

PU
BLIC

RELATIO
N
S

SA
SEBO

2011_5

考えていただいた人

岸川佳子さん
けい こ

作り方
虚お茶を急須で入れる。
許お茶がらは少し水を切り、かつお節と混ぜ、
しょうゆ①で味をつける。

距玉ねぎは薄切りにする。
鋸大きめの皿にクッキングシートを敷く。
漁玉ねぎ、しょうゆ②、水、砂糖を鋸に入れ、
レンジで5分加熱する（途中で一度混ぜると均
一になる）。

禦漁に割りほぐした卵を加え、レンジで1分半
加熱する。

魚丼にごはんを入れお茶がらを混ぜる（トッピ
ング用に少し残しておく）。その上に禦を乗
せ、最後に残しておいたお茶がらを飾る。

煙1人分の栄養価 熱量334kcal
タンパク質11.9g、脂質5.6g、塩分1.8g

煙平成22年度ヘルシークッキングコンテスト
一般部門優秀賞

電子レンジで簡単!お茶がらには
カテキンをはじめたくさんの栄養が

残っているので、無駄がなく、ごみも減ります。

レンジで簡単☆
お茶の葉パワー丼!!

第550回

学
問
の
神
さ
ま
、
天
神
さ
ま
こ
と
菅
原

す
が
わ
ら
の

道み
ち

真
公
を
祭
る
天
満
宮
は
、
八
幡
さ
ん
と
並
ん

ざ
ねで

全
国
に
多
い
神
社
の
代
表
で
す
。
小
森
川

中
流
に
近
い
下
の
原
町
の
天
満
宮
に
は
、
い

か
め
し
い
ひ
げ
を
生
や
し
た
四
天
王
像
や
阿

弥
陀
如
来
が
合
祀
さ
れ
、
珍
し
い
神
仏
合
祀

ご
う

し

の
お
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
天
王
は
、
仏
堂
の
四
方
を
守
る
東
の
持じ

国
天
、
南
の

こ
く
て
ん

増
長

ぞ
う
じ
よ
う

天
、
西
の
広
目
天
、
北
の

て
ん

こ
う
も
く
て
ん

多
聞
天
を
指
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
武
器
を
手

た

も
ん
て
ん

に
甲
冑
を
着
け
た
武
将
の
姿
。
こ
の
う
ち
多

か
つ
ち
ゆ
う

聞
天
は
、
毘
沙
門
天
の
別
名
で
知
ら
れ
、
福

び

し
や
も
ん
て
ん

徳
冨
貴
の
神
な
の
で
単
独
で
信
仰
さ
れ
る
こ

ふ
う

き

と
が
多
い
天
部
の
神
で
す
。
下
の
原
天
満
宮

て
ん

ぶ

の
四
天
王
も
お
そ
ら
く
毘
沙
門
天
で
し
ょ
う
。

近
所
に
住
む
福
本
孝
明
さ
ん（
五
十
七
歳
）

に
よ
る
と
、
天
満
宮
の
所
在
地
は
長
倉
と
い

う
字
で
、
近
く
の
小
山
が
山
伏
平
、
そ
の
上

あ
ざ

や
ん
ぶ
し
び
ら

に
阿
弥
陀
寺
と
い
う
寺
が
あ
り
、
修
験
道
の

あ

み

だ

じ

し
ゆ
げ
ん
ど
う

行
者
で
あ
る
山
伏
も
い
た
と
語
り
伝
え
ら
れ

ぎ
よ
う
じ
や

て
い
ま
す
。

「
山
の
上
の
寺
は
不
便
な
の
で
、
い
つ
の

こ
ろ
か
天
満
宮
に
近
い
長
倉
に
移
し
、
現
在

の
お
堂
に
改
築
す
る
と
き
、
阿
弥
陀
如
来
も

毘
沙
門
天
も
合
祀
し
ま
し
た
」と
福
本
さ
ん

は
語
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
金
色
の
甲
冑
も
い
か
め
し
い

毘
沙
門
天
は
、
思
わ
ぬ
災
難
に
遭
い
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
後
に
心
な
い
者
に
よ
っ
て
首
だ

け
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
や
む
な
く
首

だ
け
後
で
作
っ
て
補
っ
た
の
で
す
。
像
高

一
・
二
俊
ほ
ど
の
姿
は
、
よ
く
見
る
と
首
の

部
分
が
何
と
な
く
し
っ
く
り
し
て
い
な
い
の

が
見
て
と
れ
ま
す
。

下
の
原
か
ら
三
川
内
に
か
け
て
多
い
福
本

姓
で
す
が
、
孝
明
さ
ん
も
過
去
帳
で
享
保
二

十（
一
七
三
五
）年
の
福
本
甚
兵
衛
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
旧
家
で
す
。
水
利
に
恵
ま
れ
た
豊
か

な
農
村
地
帯
の
、
深
い
信
仰
心
の
一
端
を
物

語
る
の
が
下
の
原
の
天
満
宮
な
の
で
す
。

天
満
宮
の
四
天
王
煙
下
の
原
町

撮
影
・
文
煙
筒
井
隆
義

材料・4人分

ごはん
緑茶葉（乾燥）
しょうゆ
かつお節
玉ねぎ
砂糖、水
卵

600g
大さじ1と1/2
①小さじ1②大さじ2
1パック（3g）
1個（270gくらい）
各大さじ1
4個
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